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Ｈ
視
点

本
論
は
、
「
幅
祉
国
家
」
の
理
念
な
い
し
政
策
目
標
を
一
応
、
肯
定
的
に
捉
え
た
う
え
で
、

な
い
し
法
関
係
（
］
の
恩
］
Ｈ
の
一
目
８
ｍ
）
に
つ
き
、
「
労
働
法
」
と
呼
ば
れ
る
法
分
野
の
法
が
、

て
、
「
福
祉
国
家
」
の
形
成
、
維
持
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
き
た
か
、
ま
た
今
後
の
、

割
を
期
待
さ
れ
る
か
、
を
基
本
的
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

四’二三二 福
祉
国
家
に
お
け
る
法
の
果
す
機
能

福
祉
国
家
と
そ
の
法
的
構
成

社
会
法
と
し
て
の
労
働
法
と
社
会
保
障
法
と
の
差
異
と
川
互
関
係

労
働
法
に
お
け
る
労
働
災
害
お
よ
び
雇
用
保
護
シ
ス
テ
ム
発
展
の
軌
跡

今
後
の
福
祉
国
家
に
お
け
る
雇
用
問
題
と
労
働
法
の
役
割

ｌ
労
働
法
の
役
割
に
関
連
し
て
Ｉ

福
祉
国
家
と
そ
の
法
的
構
成

そ
の
法
的
椛
成
（
一
の
囮
目
・
ロ
且
ロ
ヰ
・
口
印
）

特
に
「
社
会
保
障
法
」
と
の
関
連
に
お
い

新
た
な
福
祉
国
家
の
下
で
ど
の
よ
う
な
役

秋
田
成
就
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者
（
失
業
者
）
」

の
用
法
に
従
う
。

㈲
「
福
祉
国
家
」
の
庫

冨
三
の
］
註
制
の
厨
（
の
ど
と
樫

ス
制
度
を
持
つ
国
家
（
○
汁

こ
の
テ
ー
マ
を
扱
う
に
際
し
て
、
ま
ず
、
「
隔
祉
国
家
」
、
「
社
会
保
隙
法
」
な
ど
、
現
在
の
と
こ
ろ
必
ず
し
も
確
定
的
川
法
が
腕
収
し

て
い
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
の
用
法
を
、
必
要
最
小
限
度
の
範
朋
で
示
し
て
お
き
た
い
。

「
禰
祉
脚
家
」
ｌ
国
家
が
脚
民
の
福
祉
の
向
上
、
繊
繍
を
主
た
る
目
標
と
す
る
政
策
理
念
（
原
籍
は
尋
の
一
鐡
『
の
…
）
．

「
社
会
保
障
（
制
度
）
」
１
１
疾
病
、
負
傷
、
分
娩
、
廃
疾
、
死
亡
、
老
齢
、
失
業
、
多
子
そ
の
他
困
窮
の
原
因
に
対
し
、
公
的
保
険

制
度
又
は
公
的
負
担
に
よ
り
、
国
民
の
生
活
を
補
償
す
る
制
度
（
昭
二
打
社
会
保
障
制
度
審
議
会
）
。

「
社
会
保
険
」
ｌ
保
険
的
手
法
に
よ
り
、
陽
痛
死
亡
、
老
齢
、
失
業
等
の
保
険
事
故
に
つ
き
、
出
費
を
補
い
ま
た
は
縢
得
を
補
填

す
る
公
的
保
険
制
度
（
日
本
で
は
、
医
療
保
険
、
年
金
保
険
、
雇
用
保
険
、
業
務
災
害
保
険
を
い
う
）
。

「
社
会
保
障
法
」
ｌ
社
会
保
障
な
ど
、
鬮
民
の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
の
施
策
を
定
め
た
立
法
の
総
称
．

「
労
働
法
」
ｌ
労
働
関
係
か
ら
生
ず
る
個
別
的
ま
た
は
組
織
的
（
集
団
的
）
労
働
問
題
に
対
応
す
る
国
の
施
策
を
定
め
た
立
法
の
鵜

ロ
用
法
の
限
定

］
社
会
法
」
ｌ
「
社
会
保
障
法
」
「
労
働
法
」
を
包
橘
し
た
祉
会
全
体
の
繍
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
の
総
称
．

「
｜
雇
用
保
障
法
」
ｌ
狭
義
に
は
、
労
働
者
の
雇
用
上
の
地
位
を
保
護
す
る
立
溌
．
広
義
に
は
一
雇
用
を
失
っ
た
者
ま
た
は
得
ら
れ
な
い

者
（
失
業
者
）
に
対
す
る
生
活
保
障
の
外
、
雇
川
の
維
持
、
促
進
を
日
的
と
す
る
雁
用
政
策
を
含
む
立
法
。
本
論
で
は
、
後
省

称
亡

の
座
標
と
し
て
の
意
義

と
は
、
外
国
語
の
辞
典
に
よ
る
と
、
「
政
府
の
簡
叫
ま
た
は
財
政
支
出
に
よ
る
、
高
度
に
発
展
し
た
社
会
サ
ー
ビ

（
○
国
・
ロ
）
」
、
「
す
べ
て
の
個
人
の
福
祉
を
社
会
の
集
団
的
責
任
と
す
る
理
念
に
基
づ
く
国
家
（
田
。
□
ぬ
日
目
印
目
『
．
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能
：
，
－
－
‐
…
ｉ
‐
Ｉ
：
：
；
…

職
た
。
そ
の
「
社
会
改
革
」
と
は
、
『

．●『、副）

螺
困
）
を
解
消
す
る
一
」
と
で
あ
っ
た
、

誰
「
福
祉
国
家
」
の
川
語
や
、
そ
れ

’十，．〆

掛
た
だ
．
－
）
、
そ
の
よ
う
な
社
会
改
革
（

一
」

詞
前
世
紀
来
の
社
会
立
法
に
起
源
｝
と
一

国祉
は
な
く
、
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
（

福

｜
福
祉
国
家
」
の
川
語
や
、
そ
れ
を
旗
印
と
し
て
実
行
さ
れ
た
諸
改
革
が
主
と
し
て
第
二
次
大
戦
後
に
登
場
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
社
会
改
革
の
理
念
や
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
実
験
的
政
策
は
、
そ
の
時
突
如
と
し
て
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、

前
世
紀
来
の
社
会
立
法
に
起
源
を
有
す
る
。
「
福
祉
国
家
」
の
「
到
来
」
は
、
そ
れ
が
「
特
定
の
政
治
哲
学
ま
た
は
社
会
哲
学
の
産
物
で

は
な
く
、
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
の
責
任
と
い
う
新
し
い
概
念
を
生
み
出
す
ま
で
の
、
長
年
に
わ
た
る
解
決
策
の
積
み
重
ね
」
壷

意
味
す
る
（
旨
・
ｍ
Ｂ
Ｄ
の
．
○
・
日
目
口
的
》
］
①
認
」
の
。
．
ご
・
］
⑭
）
。

こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
後
に
初
め
て
辞
書
の
な
か
に
登
場
し
た
「
福
祉
国
家
」
の
定
義
に
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
を

初
め
と
す
る
西
欧
諸
国
が
「
社
会
改
離
」
の
諸
政
策
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
「
古
い
国
家
か
ら
の
脱
皮
」
へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
「
社
会
改
革
」
と
は
、
国
家
が
国
民
の
た
め
の
福
祉
に
責
任
を
負
い
、
従
来
の
自
由
放
任
政
策
が
斉
ら
し
た
社
会
的
弊
害
（
貧

○
房
の
①
）
」
、
あ
る
い
は
、
「
失
業
給
付
、
老
齢
年
金
等
の
支
給
そ
の
他
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
住
民

の
棉
祉
を
確
保
す
る
た
め
に
社
会
主
義
的
原
理
（
の
・
・
且
】
⑫
（
祠
Ｈ
］
。
ｇ
ｂ
－
の
）
が
実
施
さ
れ
て
き
た
社
会
シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
国
家

（
○
圃
目
ご
国
の
同
．
□
）
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
福
祉
国
家
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
専
門
用
語
辞
典
で
は
、
原
語
を
＆
三
の
』
［
胃
の
の
圃
｛
の
》
｜
と
し
た
う
え
で
「
国
民
一
般
の
福

祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
私
企
業
の
自
由
放
任
に
任
せ
る
こ
と
な
く
、
政
府
が
大
規
模
か
つ
積
極
的
に
市
場
の
失
敗
の
是
正
を
行
な
う

よ
う
な
国
家
」
（
有
斐
閣
経
済
辞
典
新
版
）
と
か
、
「
国
民
の
福
祉
の
増
進
、
確
保
を
主
要
目
標
と
す
る
国
家
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
第
二
次
大
戦
後
に
掲
げ
た
国
家
の
理
想
像
で
、
資
本
主
義
の
長
所
を
生
か
し
つ
つ
、
社
会
保
障
そ
の
他
の
方
法
を

通
じ
て
貧
富
の
差
や
社
会
不
安
な
ど
の
社
会
的
弊
害
の
改
善
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
」
（
有
斐
閣
法
律
用
語
辞
典
）
と
説
明
さ

れ
て
い
る
ｃ
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大
ざ
っ
ぱ
に
い
え
ば
、
第
二
次
大
戦
後
か
ら
一
九
六
○
年
代
ま
で
、
一
九
七
○
年
代
、
一
九
八
○
年
代
以
降
の
三
つ
の
時
川
で
社
会
の

受
け
取
り
方
に
差
異
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
’
九
六
○
年
半
ば
頃
ま
で
は
、
わ
が
川
の
状
態
は
ど
の
側
面
か
ら
見
て
も
「
福
祉
国
家
」

と
い
う
に
は
程
遠
く
、
従
っ
て
そ
の
言
葉
も
「
社
会
保
障
制
度
が
擁
っ
た
」
西
欧
諸
国
を
念
頭
に
お
い
た
「
（
国
民
が
）
ま
だ
見
ぬ
」
（
渡

辺
「
現
代
国
家
」
一
九
七
二
年
）
「
理
想
化
さ
れ
た
」
国
家
像
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
’
九
七
○
年
代
に
日
本
が
高
度
経
済
成
長
を

遂
げ
、
そ
れ
を
基
礎
に
医
療
や
社
会
保
障
な
ど
福
祉
制
度
の
腱
術
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
（
一
九
七
二
年
が
「
福
祉
元
年
」
と
さ

れ
為
）
、
わ
が
国
も
「
福
祉
国
家
」
の
「
仲
間
入
り
を
し
た
」
と
□
他
と
も
に
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
’
九
八
○
年
代
に
な
っ
て
経
済
成
長
に
陰
り
が
出
始
め
、
緊
縮
予
算
の
下
、
「
福
祉
後
退
」
の
現
象
が
出
て
く
る
と
（
西

欧
諸
国
に
お
け
る
「
福
祉
国
家
」
批
判
を
反
映
し
て
）
、
「
西
欧
型
」
の
「
福
祉
国
家
」
へ
の
批
判
と
い
う
形
で
「
Ｕ
木
型
福
祉
圃
家
」
と

「
福
祉
国
家
」
は
、
こ
の
「
コ
ト
パ
」
の
最
大
公
約
数
的
意
味
を
集
約
し
た
、
右
に
挙
げ
た
マ
ス
コ
ミ
的
用
法
に
反
し
て
、
そ
の
後
、

特
に
「
政
治
」
と
「
理
論
」
の
側
面
に
お
い
て
各
国
に
お
い
て
論
争
の
渦
中
に
お
か
れ
、
未
だ
社
会
科
学
に
お
け
る
定
着
し
た
概
念
に
な
っ

た
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
れ
も
、
各
国
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
っ
て
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
北
欧

諸
倒
で
は
、
ほ
ぼ
国
家
の
あ
り
方
と
し
て
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
「
高
福
祉
国
家
」
）
し
、
ド
イ
シ
の
よ
う
に
基
本
法
で
自
ら

を
「
社
会
福
祉
国
家
」
と
宣
言
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
「
揺
藍
か
ら
墓
場
ま
で
」
の
政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
り
「
福

祉
国
家
」
に
、
最
初
の
脚
光
を
浴
び
せ
た
本
家
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
そ
れ
か
ら
一
○
年
も
経
た
ぬ
一
九
五
二
年
に
は
早
く
も
「
補
祉
国
家

の
危
棚
」
（
「
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
」
）
が
唱
え
ら
れ
、
一
九
七
○
年
以
降
は
保
守
党
の
「
反
桶
祉
国
家
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
雄
づ
く
柵
祉
削
減

政
策
に
よ
っ
て
表
舞
台
か
ら
消
え
、
一
九
九
○
年
代
に
は
つ
い
に
「
福
祉
国
家
を
破
棄
し
た
」
と
の
主
張
さ
え
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
わ
が
国
で
は
「
福
祉
国
家
」
と
い
う
用
語
や
概
念
は
、
何
時
か
ら
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
受
け
と
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
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い
う
主
張
や
コ
ト
パ
が
、
主
と
し
て
政
治
の
舞
台
を
中
心
に
登
場
し
た
（
東
大
社
研
「
福
祉
国
家
」
’
九
八
四
年
）
。
「
福
祉
国
家
」
を
曰

本
流
に
修
正
す
べ
き
だ
と
い
う
、
そ
の
主
張
の
底
に
は
、
福
祉
予
算
の
削
減
と
そ
れ
を
家
族
の
役
割
の
強
化
で
補
う
べ
き
だ
と
の
考
え
方

が
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
日
本
の
み
な
ら
ず
、
他
の
諸
国
に
お
い
て
も
、
「
国
民
生
活
の
面
倒
を
す
べ
て
国
家
の
責
任
に
帰
そ
う
と
す

る
」
「
福
祉
国
家
」
を
も
っ
て
、
家
族
本
来
の
役
割
り
を
軽
視
す
る
も
の
と
し
て
、
「
社
会
的
」
責
任
の
一
部
を
国
家
か
ら
家
族
に
肩
代
り

さ
せ
よ
う
と
す
る
「
政
策
的
」
主
張
（
○
一
閏
丙
后
忠
）
が
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
意
味
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
西

欧
型
」
福
祉
国
家
に
対
応
す
る
「
Ｒ
木
型
」
棉
祉
国
家
と
い
う
モ
デ
ル
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
日
本
の
福
祉
政
策
に
お
い
て

「
企
業
」
福
祉
に
よ
っ
て
肩
替
り
さ
れ
て
い
る
部
分
の
比
率
が
高
い
こ
と
な
ど
、
企
業
と
国
家
の
関
係
が
強
い
と
い
っ
た
側
面
が
国
際
的

比
較
か
ら
み
て
指
摘
で
き
る
（
の
○
日
ロ
」
①
ｇ
）
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
後
に
「
福
祉
国
家
」
の
理
念
を
導
入
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
保
障
体
制
を
整
備
し
た
多
く
の
国
に
お
い

て
も
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
、
国
、
政
府
あ
る
い
は
政
党
の
考
え
方
や
対
応
の
仕
方
に
応
じ
て
差
異
が
で
て
き
た
。

眉
そ
の
理
由
と
し
て
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
戦
後
に
福
祉
国
家
と
し
て
社
会
保
障
そ
の
他
の
社
会
改
革
に
手
を
つ
け
た
政
権
は
多
く

上
川

殿
社
会
主
義
な
い
し
社
会
民
主
主
義
の
立
場
に
立
っ
た
政
党
で
あ
り
、
「
福
祉
国
家
」
を
社
会
改
革
と
体
制
防
衛
と
い
う
一
一
重
の
意
味
の
大

喋
義
名
分
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
前
提
が
崩
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
期
が
ほ
ぼ
冷
戦
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ

謎
て
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
意
味
を
も
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

けお
ま
た
、
「
福
祉
国
家
政
策
」
は
周
の
権
限
の
強
化
、
官
僚
行
政
の
肥
大
、
国
費
の
急
速
な
膨
張
を
招
い
た
が
、
》
工
全
一
雇
用
が
続
い
た
時

｝
」

詞
期
に
は
、
そ
の
下
で
組
織
力
を
強
め
た
労
働
運
動
が
｝
」
れ
を
．
支
持
す
る
側
に
廻
り
、
結
果
と
し
て
国
の
財
政
。
経
済
競
争
力
を
弱
め
る
一
」

国祉
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
経
済
状
況
が
一
変
し
た
時
、
「
福
祉
国
家
」
は
、
体
制
派
と
非
体
制
派
の
双
方
か
ら
「
無
能
」
国
家
の
レ
ッ
テ

福

ル
を
張
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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一
九
九
○
年
代
に
な
る
と
、
社
会
科
学
の
理
論
家
た
ち
の
間
に
、
一
一
ユ
ー
ラ
イ
ト
派
や
ネ
オ
マ
ル
キ
ス
ト
派
か
ら
の
批
判
を
ふ
ま
え
た

う
え
、
「
福
祉
国
家
」
を
「
資
本
主
義
が
社
会
主
義
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
、
自
己
の
原
理
と
は
異
質
の
要
因
を
取
り
込
む
自
己
改
造

（
加
藤
一
九
八
九
年
）
」
と
か
、
「
現
代
的
な
市
場
経
済
と
大
衆
民
主
主
義
の
体
制
の
基
礎
の
上
に
構
築
さ
れ
た
」
「
き
わ
め
て
寛
大
な
福
祉

国
家
シ
ス
テ
ム
」
（
渋
谷
外
「
シ
ス
テ
ム
」
（
’
九
九
七
年
六
頁
）
」
と
し
て
再
評
価
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。
そ
れ
は
「
福
祉
国
家
」
を

抽
象
的
な
理
念
と
し
て
よ
り
も
、
そ
れ
が
こ
の
半
世
紀
の
間
に
実
際
に
行
っ
た
譜
の
社
会
改
紮
制
度
の
砿
み
重
ね
と
し
て
捉
え
る
発
想
で

あ
り
、
そ
こ
に
、
第
二
次
大
戦
後
に
「
福
祉
国
家
」
が
出
現
し
た
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
到
来
（
○
・
旦
息
）
を
、
川
念
の
産
物
で
な
く
、

そ
れ
ま
で
の
Ⅲ
弊
改
革
の
積
み
重
ね
の
結
果
と
し
て
把
え
よ
う
と
す
る
前
掲
の
国
２
８
の
視
点
と
の
共
通
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
’
九
九
○
年
代
も
終
り
の
現
在
に
立
っ
て
観
察
す
れ
ば
、
主
要
な
西
欧
諸
国
で
は
、
市
場
経
済
体
制
に
マ
ッ
チ
さ

せ
る
形
に
お
い
て
で
は
あ
れ
、
社
会
保
障
、
医
療
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
雇
用
政
策
な
ど
の
側
面
に
お
い
て
、
「
福
祉
国
家
」
政
策
が
確
実

に
国
民
生
活
の
中
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
「
福
祉
国
家
」
の
水
準
に
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
国
に
お
い
て

も
、
そ
れ
を
国
家
目
標
と
し
て
宣
言
し
て
い
る
国
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
「
福
祉
国
家
」
な
い
し
「
福
祉
国
家
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
政

策
目
標
と
し
て
の
座
標
の
法
的
椛
成
を
考
え
て
見
る
こ
と
は
、
法
学
の
側
面
に
お
い
て
も
そ
れ
な
り
に
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

側
福
祉
国
家
の
一
の
ｐ
ｍ
ｌ
争
○
亘
。
＠
割
一
・
コ

「
福
祉
国
家
」
は
、
国
家
の
政
策
川
念
な
い
し
目
標
を
示
す
概
念
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
が
法
的
（
実
定
法
上
の
）
概
念
で
は
な
い
か

ら
、
国
家
が
そ
の
政
策
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
法
的
に
義
務
と
す
る
裏
付
け
（
］
の
恩
」
｛
。
旨
§
ご
ｏ
ご
）
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
「
福
祉
国
家
」
で
あ
る
こ
と
を
憲
法
上
の
原
則
あ
る
い
は
国
家
の
義
務
と
し
て
宣
一
一
一
一
口
す
る
と
い
う
方
法
が
最
も
基
本
的
で
あ
る

が
、
直
接
に
言
い
表
し
た
憲
法
の
脱
定
例
は
見
当
ら
な
い
。

そ
れ
に
類
し
た
規
定
と
み
ら
れ
る
も
の
に
、
ド
イ
ツ
の
基
本
法
（
二
○
条
一
項
、
二
八
条
一
項
）
が
あ
る
。
同
法
は
、
「
社
会
的
な
ら
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び
に
経
済
的
弱
者
の
保
護
」
を
国
の
基
本
政
策
と
す
る
意
味
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
国
家
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
日
本
国
憲

法
二
五
条
一
項
は
、
「
国
民
は
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
定
め
て
い
る
（
「
生
存
権
の
保
障
」
の
規

定
と
さ
れ
る
）
が
、
「
楠
祉
国
家
」
と
い
う
表
現
は
Ⅲ
い
ら
れ
て
い
な
い
。
も
し
、
ど
ち
ら
の
規
定
も
、
国
家
が
「
福
祉
旧
家
」
で
あ
る

こ
と
を
宣
一
一
一
一
ｍ
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
表
現
に
は
か
な
り
差
異
が
感
じ
ら
れ
る
。
Ⅱ
本
憲
法
二
五
条
一
項
の
（
生
存
権
保
障
）

の
規
定
が
、
ド
イ
ツ
の
基
本
法
の
「
社
会
的
・
経
済
的
弱
者
の
保
謎
」
と
い
う
平
等
条
項
的
意
味
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で

は
な
い
。
逆
に
ド
イ
ツ
基
本
法
の
右
規
定
か
ら
、
ド
イ
ツ
阿
鶴
が
、
日
本
憲
法
二
五
条
に
定
め
る
よ
う
な
生
存
権
の
保
障
を
図
に
対
し
て

主
張
で
き
る
か
ど
う
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
に
特
別
な
法
的
意
味
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
社
会

保
障
の
給
付
の
性
格
論
に
お
い
て
は
共
通
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
ド
イ
ツ
の
「
社
会
福
祉
国
家
」
が
国
際
的
に
用
い
ら
れ

る
「
福
祉
国
家
」
と
同
一
概
念
だ
と
す
れ
ば
、
基
本
法
の
規
定
は
最
高
レ
ベ
ル
の
］
の
彊
貝
・
目
：
蔵
・
ロ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
基
本
法
は
市
場
自
由
経
済
の
原
則
も
保
障
し
て
い
る
か
ら
、
「
福
祉
国
家
」
の
原
則
の
解
釈
は
両
者
の
均
衡
論
的
判
断
に
と
ど
ま
ら

上
じ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
点
で
相
対
的
で
あ
る
が
。

楡機
わ
が
国
の
場
合
、
憲
法
一
一
五
条
一
項
が
、
国
民
が
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
持
つ
｝
」
と
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
は
、
同
が
そ
の

す螺
よ
う
な
義
務
を
国
民
に
対
し
て
負
う
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
「
福
祉
国
家
」
で
あ
る
こ
と
を
寛
一
一
一
一
口
し
た
も

誰
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
同
条
一
項
が
直
接
に
法
規
範
的
意
味
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で

ｊ打
あ
る
が
、
同
条
第
二
項
は
、
国
が
「
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
社
会
禰
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
、
塒
進
」
に
努
め
な

に家
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
定
め
て
お
り
、
そ
の
立
法
措
置
に
照
ら
せ
ば
、
「
福
祉
国
家
」
の
政
策
の
》
つ
ち
、
少
な
く
と
も
社
会
福
祉
お
よ
び

劉川
社
会
保
障
政
策
は
、
国
の
国
民
に
対
す
る
公
法
的
義
務
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
最
高
し
べ

福

ル
の
］
の
、
巴
命
ｏ
巨
口
。
ｇ
一
○
口
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
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ド
イ
ツ
基
本
法
や
日
本
国
憲
法
二
五
条
の
よ
う
な
私
社
会
法
を
基
礎
づ
け
る
直
接
的
な
根
拠
規
定
の
な
い
国
の
場
合
に
は
、
「
福
祉
国

家
」
の
］
の
、
巳
３
口
目
目
・
ロ
は
何
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
福
祉
国
家
」
と
い
え
る
た
め
に
は
、
少
く
と
も
そ
の
中
核
と
な
る

社
会
保
障
制
度
等
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
定
め
た
実
定
法
規
（
の
・
・
匡
尋
の
罵
胃
の
一
の
鰹
の
一
目
。
ご
）
が
そ
の

］
の
闇
』
ず
§
８
蔵
・
ロ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
内
容
は
、
そ
の
国
が
何
を
も
っ
て
、
○
・
国
］
急
の
扉
貨
の
と
考
え
る
か
に
よ
っ
て
異
な

る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
最
近
で
は
、
そ
の
内
容
は
国
民
の
経
済
力
の
向
上
に
応
じ
て
次
第
に
拡
張
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
特
に
先
進
国

で
は
社
会
保
障
か
ら
一
般
医
療
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
、
雇
用
、
住
宅
等
に
関
す
る
政
策
ま
で
「
福
祉
国
家
シ
ス
テ
ム
」
の
中
に
含

ま
れ
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
、
・
・
且
葛
の
』
厳
門
の
立
法
が
縄
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
「
福
祉
国

家
」
を
形
成
す
る
の
か
で
あ
る
。
こ
の
点
は
「
隔
祉
国
家
」
を
め
ぐ
る
理
論
上
の
争
い
に
通
じ
て
い
る
。

福
祉
国
家
の
最
初
の
の
・
・
冒
一
急
の
］
傲
吊
の
立
法
は
、
国
民
の
「
最
低
生
活
」
の
保
障
の
た
め
の
国
家
の
責
任
、
国
民
の
中
で
の
「
弱
者
」

の
救
済
、
そ
の
意
味
で
の
人
権
の
保
護
謡
平
等
取
扱
い
と
い
う
日
菖
日
ロ
日
切
圃
口
８
日
の
保
障
を
強
調
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
一
応

充
足
さ
れ
る
と
、
次
の
立
法
目
的
は
何
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
婁
⑫
○
○
厨
］
急
の
］
莅
局
の
葛
の
対
象
と
な
る
国
民
の
中
に
は
、
「
労
働
者
」
も
含
ま
れ
る
が
霜
一
般
に
労
働
者
は
「
社
会
的
」
弱

者
と
し
て
扱
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
的
弱
者
と
し
て
の
救
済
対
象
者
よ
り
は
高
い
生
活
水
準
に
あ
る
階
層
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
労
働
者
階
層
を
対
象
と
す
る
「
労
働
法
」
は
、
「
福
祉
立
法
」
と
は
次
元
の
異
な
る
法
関
係
と
み
な
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働
者
階
層
を
の
。
。
旨
］
劃
の
席
、
Ｈ
の
の
対
象
と
し
て
扱
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
労

働
者
が
「
失
業
」
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
労
働
災
害
に
遭
っ
て
離
職
し
た
り
、
稼
得
を
失
っ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
に
対
す

る
救
済
が
、
、
Ｃ
Ｏ
区
劃
の
愚
閂
の
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
、
「
労
働
法
」
は
社
会
法
の
中
に
入
り
こ
み
、
不
可
分
の

関
係
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
関
係
は
「
福
祉
国
家
」
の
形
成
期
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
歴
史
的
か
つ
論
理
的
に
複
雑
な
経
過
を
辿
っ
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一
で
設
定
し
た
「
社
会
保
障
法
」
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
定
義
は
、
「
閏
氏
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
国
施
策
を
定
め
た
立
法
の
総
称
」

で
あ
っ
た
。
標
準
的
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
と
、
そ
の
内
容
を
広
義
に
、
「
社
会
保
障
の
法
」
か
ら
「
労
働
災
害
の
法
」
、
「
雇
用
保
障
の
法
」
、

「
年
金
保
険
の
法
」
、
「
医
療
保
険
の
法
」
、
「
社
会
福
祉
の
法
」
、
「
生
活
扶
助
（
保
護
）
の
法
」
ま
で
含
め
た
も
の
（
山
田
「
プ
リ
メ
ー
ル
」
）
、

給
付
の
内
容
か
ら
、
「
社
会
保
険
法
」
、
「
社
会
扶
助
法
」
、
「
医
療
。
公
衆
衛
生
法
」
に
し
ぼ
る
も
の
、
ま
で
種
々
の
扱
い
方
が
あ
る
が
、

「
所
得
保
障
法
」
（
高
齢
。
障
害
・
失
業
。
労
災
保
障
法
）
、
「
健
康
（
医
療
）
保
障
法
」
、
「
住
宅
保
障
法
」
に
分
類
す
る
新
し
い
考
え
方
も

あ
る
（
高
藤
「
基
本
原
理
」
）
。
注
目
を
引
く
の
は
、
右
に
挙
げ
た
ど
の
分
類
の
に
お
い
て
も
、
雇
用
（
失
業
）
保
障
お
よ
び
労
災
保
障
と

：
い
う
、
も
と
も
と
「
労
働
法
」
か
ら
出
発
し
た
制
度
が
社
会
保
障
法
の
中
に
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国

上
月

機
で
は
稲
美
定
法
規
と
し
て
の
失
業
（
｜
雇
用
）
保
険
法
や
労
災
補
償
法
が
「
労
働
法
」
の
分
類
に
属
す
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
「
社
会
保
障

ｄ畷
法
」
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
考
え
方
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

鍵
一
方
、
「
労
働
法
」
と
い
う
法
分
野
の
対
象
領
域
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
も
そ
の
歴
史
が
古
い
だ
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
立
法
が
含
ま
れ

ｊ制
て
い
る
。
初
め
に
「
労
働
生
活
条
件
の
殴
低
基
準
を
確
保
す
る
た
め
の
立
法
の
総
称
」
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
定
義
を
掲
げ
た
が
、
そ
の

｛］

調
岐
低
難
聴
の
椛
保
の
仕
方
に
つ
い
て
、
労
働
法
は
労
働
者
に
一
律
に
適
用
さ
れ
る
最
低
基
準
（
法
定
最
高
時
間
や
最
低
賃
金
な
ど
）
を
設

司祉
定
す
る
「
個
別
的
労
働
法
」
と
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
労
働
、
一
雁
川
条
件
を
第
一
次
的
に
労
使
間
の
交
渉
に
任
せ
、
国
と
し
て
そ
の
交
渉
制

禰
度
や
成
果
を
助
成
す
る
と
い
う
「
集
団
的
労
働
法
」
の
双
方
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
点
は
、
国
が
国
民
に
一
律
の
給
付
を
保
障
す
る
と
い

て
い
る
の
で
、
次
節
以
下
で
あ
ら
た
め
て
検
討
し
よ
う
。

ト）

両
法
の
対
象
領
域
の
異
同

設
定
し
た
「
社
会
保
障
法
。

二
社
会
法
と
し
て
の
労
働
法
と
社
会
保
障
法
の
差
異
と
相
互
関
係
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目
「
労
働
法
」
の
「
社
会
保
障
法
」
へ
の
組
入
れ
、
あ
る
い
は
「
社
会
保
障
法
」
に
よ
る
「
労
働
法
」
の
包
摂

Ｈ
で
見
た
「
相
互
乗
入
れ
」
的
分
類
に
よ
る
と
、
国
民
一
般
を
対
象
と
す
る
国
家
の
「
給
付
」
の
法
で
あ
る
「
社
会
保
障
法
」
と
労
働

者
の
労
働
生
活
を
保
護
す
る
た
め
の
基
準
を
設
定
す
る
「
労
働
法
」
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
の
は
、
労
災
事
故
か
ら
の
保
護
と
雇
用

（
失
業
）
保
護
の
領
域
で
あ
る
．
そ
れ
を
鰈
介
し
た
の
は
「
社
会
保
険
」
ｌ
「
社
会
保
轤
」
と
い
う
概
念
で
塗
っ
た
．

「
社
会
保
障
法
」
と
い
っ
て
も
、
こ
の
一
一
一
一
百
葉
は
気
「
社
会
保
障
」
と
い
う
制
度
が
生
れ
て
か
ら
の
産
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
次
大
戦

後
に
登
場
し
た
社
会
保
障
制
度
が
導
入
し
た
「
社
会
保
険
」
に
よ
る
補
償
給
付
と
い
う
考
え
方
は
、
「
労
働
法
」
が
す
で
に
一
九
世
紀
末

に
失
業
労
働
者
へ
の
最
低
生
活
保
障
と
し
て
「
開
発
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
初
め
、
労
働
組
合
な
ど
労
働
者
自
身
の
共
済
組
織
あ

る
い
は
雇
主
と
被
用
者
の
積
み
立
て
保
険
の
方
式
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
国
の
管
轄
に
よ
る
社
会
保
険
制
度
に
ま
で
発
展
し
て

行
っ
た
。
し
か
し
、
資
本
主
義
の
成
立
期
に
お
け
る
「
労
働
法
」
の
方
向
は
認
原
生
的
労
働
関
係
と
い
わ
れ
る
長
時
間
労
働
の
規
制
（
そ

れ
も
女
子
。
児
童
の
）
あ
る
い
は
労
働
組
合
に
対
す
る
禁
圧
政
策
の
開
放
の
た
め
の
立
法
化
に
向
け
ら
れ
、
自
由
市
場
経
済
の
根
幹
に
か

か
わ
る
解
雇
の
制
限
、
失
業
保
障
、
労
働
安
全
殖
災
害
補
償
な
ど
の
問
題
に
は
、
容
易
に
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

｜
方
郊
「
社
会
保
障
法
」
の
考
え
方
の
起
源
は
、
全
く
そ
の
名
に
値
し
な
い
貧
民
救
仙
法
（
救
貧
法
）
に
あ
り
、
そ
こ
で
は
失
業
し
た

労
働
者
は
「
労
働
貧
民
」
と
し
て
恩
恵
的
救
仙
と
強
制
的
就
労
の
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
社
会
保
障
と
し
て
の
失
業
給
付

と
い
う
制
度
が
成
煎
す
る
ま
で
に
長
い
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。

社
会
保
障
は
、
国
が
国
民
の
生
活
障
害
事
故
に
対
し
て
社
会
保
険
に
よ
る
補
償
給
付
ま
た
は
直
接
的
扶
助
費
の
形
で
保
障
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
国
が
そ
の
根
拠
と
な
る
法
律
を
制
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
そ
の
経
費
を
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
立
法

働
法
の
領
域
に
お
い
て
で
あ
る
、

う
一
社
会
保
障
法
」
と
の
違
い
で
あ
る
。
「
労
働
法
」
が
「
社
会
保
障
法
」
に
接
近
す
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
前
者
つ
ま
り
「
個
別
的
」
労
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禰祉国家における法の果す機能
と
し
て
の
健
康
保
険
法
、
厚
生
年
金
保
険
法
、
国
民
年
金
法
、
雇
用
保
険
法
、
労
災
保
障
保
険
法
等
の
法
律
を
総
括
し
た
も
の
が
「
社
会

保
障
法
」
で
あ
る
。
「
社
会
保
障
」
に
お
け
る
生
活
事
故
の
対
象
の
範
囲
を
ど
の
程
度
に
す
る
か
は
、
そ
の
国
の
政
策
判
断
の
問
題
で
あ

る
が
、
多
く
の
「
棉
祉
国
家
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ベ
バ
リ
ッ
ジ
報
告
書
に
基
づ
く
「
国
民
保
険
法
」
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
揺
謄
か
ら
墓
場
ま
で
」
の
す
べ
て
の
生
活
事
故
を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
「
事
故
」
の
中
に
、
国
民
が
労
働
関
係
に
関
連
し
て
生
ず

る
失
業
お
よ
び
労
災
と
い
う
二
つ
の
事
故
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
「
労
働
法
」
と
の
関
係
に
お
い
て
も
大
き
な
意
義
を
も
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
労
働
法
」
が
従
来
、
労
働
関
係
の
中
で
生
ず
る
こ
れ
ら
の
「
事
故
」
に
つ
い
て
、
特
別
の
基
金
の
中
か
ら
そ
の
許

容
し
う
る
限
度
に
お
い
て
対
処
し
て
き
た
の
に
対
し
、
社
会
保
障
は
こ
れ
ら
の
「
労
働
」
事
故
を
一
般
の
生
活
事
故
と
同
様
に
、
国
民
の

費
用
分
担
に
基
づ
く
保
障
の
対
象
に
移
行
さ
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
学
者
の
間
に
は
、
労
災
補
償
の
「
社
会
保
障
化
」
、
｜
雇
用
保
障
の
「
雇
用
保
障
化
」
の
動
き

と
し
て
、
「
労
働
法
」
（
の
一
部
）
が
「
社
会
保
障
化
」
し
て
い
く
過
程
と
し
て
把
ら
え
る
考
え
方
が
有
力
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。
「
社

会
保
障
法
」
の
側
か
ら
み
る
と
、
「
労
働
法
」
の
労
災
補
償
や
一
展
用
保
障
が
社
会
保
障
法
に
吸
収
、
包
摂
さ
れ
て
い
く
現
象
で
あ
る
。

「
労
働
法
」
と
「
社
会
保
障
法
」
と
の
接
近
に
関
連
し
て
生
じ
た
、
も
う
一
つ
の
わ
が
国
に
お
け
る
動
き
と
し
て
注
目
を
引
く
の
は
、

’
九
七
四
作
に
旧
失
業
保
険
法
に
変
わ
り
制
定
さ
れ
た
一
雇
用
保
険
法
が
、
雇
用
手
当
給
付
に
加
え
、
雇
用
の
維
持
、
創
出
と
い
う
事
業
を

積
極
的
に
進
め
る
政
策
を
採
川
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
社
会
保
障
法
」
と
し
て
の
雇
用
保
険
法
の
内
容
を
雇
川
政
策
に
ま
で
拡

大
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
労
働
法
」
と
「
社
会
保
障
法
」
と
の
境
界
線
を
一
層
不
透
明
に
す
る
作
用
を
も
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

口
労
働
法
上
の
給
付
保
障
の
社
会
保
障
法
化
の
論
点

「
労
働
法
」
、
具
体
的
に
は
労
災
保
険
法
、
雇
用
保
険
法
に
定
め
る
労
災
保
障
給
付
、
失
業
給
付
が
、
社
会
保
障
上
の
給
付
と
し
て
労
働

者
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
自
体
に
特
別
の
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
、
そ
の
労
災
保
険
法
や
雇
用
保
険
法
そ
れ
自
体
が
「
労
働
法
」
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「
労
働
法
」
の
理
念
も
ま
た
、
労
働
生
活
上
の
事
故
で
あ
る
労
働
問
題
を
労
働
社
会
と
い
う
「
部
分
」
社
会
の
中
で
「
集
団
的
」
に
解

決
し
よ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
８
－
］
の
Ｒ
耳
厨
ｇ
に
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
問
題
に
国
家
が
全
面
的
に
責
任
を
負
う
べ

き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
「
労
働
法
」
は
、
「
生
存
権
」
の
保
障
を
直
接
目
的
と
す
る
「
社
会
保
障
法
」
と
は
一
線
を
画
し
た
、
「
労
働

権
」
保
障
の
考
え
方
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
れ
は
先
進
国
の
「
労
働
法
」
が
、
い
ず
れ
も
認
「
個
別
的
労
働
関
係
」
と
と
も
に
「
集
団
的

労
働
関
係
」
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
典
型
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
労
働
問
題
の
う
ち
、
使
用
者
と
労
働
組
合
間
の

団
体
交
渉
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
解
決
し
う
る
も
の
は
、
労
使
で
「
自
主
的
に
」
解
決
す
る
こ
と
を
本
則
と
し
、
国
家
は
そ
れ
を
外
か
ら
促

進
す
る
役
割
り
に
と
ど
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
。
。
』
］
の
島
ぐ
の
目
一
ｍ
の
①
函
‐
可
四
時
の
の
原
理
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
西
欧
諸
国
の

（
１
）

「
労
働
法
」
の
考
え
方
の
中
に
と
り
分
け
根
強
い
。
第
二
次
大
戦
後
に
、
主
要
な
西
欧
諸
国
が
「
福
祉
国
家
」
一
七
標
望
し
た
時
に
、
そ
の

と
し
て
の
性
格
を
払
拭
し
て
「
社
会
保
障
法
」
に
移
行
す
る
こ
と
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
理
論
的
に
「
社
会
保
障
法
」
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
ど
う
か
で
あ
る
。
「
社
会
保
障
」
と
い
う
言
葉
が
「
理
想
主
義
」
的
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
だ
け
に
、

そ
れ
は
「
労
働
法
」
と
「
社
会
保
障
法
」
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
的
性
格
に
か
か
わ
る
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
労
働
法
」
の
一
部
が

「
社
会
保
障
法
化
」
し
て
い
く
傾
向
に
つ
い
て
は
熟
次
節
で
よ
り
具
体
的
に
取
り
あ
げ
る
が
、
こ
こ
で
予
め
「
労
働
法
」
と
「
社
会
保
障

、
、
、

法
」
と
の
理
論
的
関
係
を
考
え
る
際
の
基
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
差
異
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
、
「
福
祉
国
家
」
に
お
け

る
「
労
働
法
」
と
「
社
会
保
障
法
」
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
髄
相
互
関
係
を
考
え
る
う
え
で
必
要
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
社
会
保
障
」
の
理
念
は
、
国
民
個
人
の
生
活
事
故
を
、
社
会
の
連
帯
責
任
と
し
て
相
互
救
済
す
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
前

近
代
社
会
に
お
け
る
生
活
事
故
に
対
す
る
個
人
的
扶
助
か
ら
出
発
し
、
近
代
の
資
本
制
社
会
に
お
け
る
支
配
的
な
国
家
政
策
の
理
念
で
あ

る
Ｆ
の
、
の
①
厨
‐
箇
痢
の
が
斉
し
た
人
々
の
生
活
侵
害
に
対
し
て
鑓
こ
れ
を
「
社
会
全
体
」
の
責
任
と
す
る
と
い
う
８
唇
の
目
ぐ
厨
日
に
由
来
し

て
い
る
、
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福祉国家における法の果す磯能

ろ
立
法
と
が
あ
る
。

前
節
で
見
た
一
労
働
法
」
が
一
社
会
保
障
法
」
へ
移
行
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
二
つ
の
傾
城
で
あ
る
労
災
と
雇
用
問
題
に
つ
い
て
、

「
労
働
法
」
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
に
立
ち
、
法
的
シ
ス
テ
ム
を
用
意
し
て
き
た
か
、
そ
の
発
展
の
軌
跡
を
追
っ
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
よ
っ

て
「
社
会
保
障
法
」
化
と
い
う
こ
と
の
実
質
的
な
意
味
と
範
囲
が
よ
り
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

Ｈ
労
働
災
害
か
ら
の
労
働
者
の
保
護

労
働
法
の
保
護
シ
ス
テ
ム
の
類
型
と
し
て
は
、
労
働
安
全
・
衛
生
の
基
準
を
定
め
る
立
法
と
、
労
災
被
災
者
の
法
的
救
済
を
目
的
と
す

社
会
保
障
制
度
の
中
に
従
来
「
労
働
法
」
が
対
象
と
し
て
き
た
問
題
を
、
業
給
付
制
度
を
除
き
、
と
り
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
理
由
の

一
つ
は
、
「
労
働
法
」
に
お
け
る
こ
の
○
・
一
｝
の
：
ぐ
の
［
し
凰
印
の
８
‐
弓
ロ
ー
『
・
の
理
念
の
考
え
が
強
か
っ
た
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

将
来
「
労
働
法
」
の
「
社
会
保
障
法
化
」
が
進
む
と
し
て
も
、
そ
こ
で
は
、
労
働
問
題
の
当
事
者
間
の
自
主
的
解
決
ｌ
そ
こ
に
は
企
業

責
任
の
原
理
が
含
ま
れ
る
ｌ
の
余
地
を
で
き
る
だ
け
残
し
て
お
き
た
い
と
い
う
、
特
に
労
働
運
動
側
の
抵
抗
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
要
す

る
に
、
同
じ
社
会
法
で
あ
っ
て
も
、
「
労
働
法
」
は
、
労
働
関
係
に
あ
る
人
々
を
対
象
と
し
て
そ
の
特
殊
性
を
主
張
す
る
性
格
を
持
つ
の

に
対
し
、
「
社
会
保
障
法
」
は
、
「
部
分
」
社
会
の
利
益
な
い
し
特
殊
性
を
で
き
る
だ
け
国
民
一
般
の
普
遍
的
利
益
に
拡
散
し
て
い
く
こ
と

を
主
張
す
る
点
に
お
い
て
「
対
立
」
と
「
補
完
」
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
る
。

労
働
法
の
「
労
働
災
害
」
の
法
的
保
護
は
、
国
民
が
労
働
者
と
し
て
就
業
す
る
過
程
に
お
い
て
そ
の
業
務
に
起
因
し
て
発
生
す
る
傷
病

に
つ
い
て
、
特
別
の
類
型
の
事
故
と
し
て
保
護
を
は
か
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

前
近
代
社
会
で
も
、
｜
雇
主
（
目
四
輿
の
Ｈ
）
が
仕
事
中
の
傷
病
に
つ
い
て
被
用
者
（
の
①
。
、
具
）
に
一
定
の
庇
護
の
義
務
（
そ
の
負
担
で
療

三
労
働
法
に
お
け
る
労
働
災
害
お
よ
び
雇
用
保
護
シ
ス
テ
ム
発
展
の
軌
跡
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議
さ
せ
、
休
業
中
の
賃
金
を
支
払
う
な
ど
）
を
負
う
と
す
る
社
会
的
慣
習
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
雇
主
の
法
的
な
い
し
契
約
上
の
責
任
で

は
な
か
っ
た
。
一
九
世
紀
以
降
、
大
規
模
工
場
制
の
下
、
多
数
の
労
働
者
が
組
織
的
労
働
関
係
の
中
で
労
働
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で

不
川
避
的
に
発
生
す
る
労
働
災
害
の
大
規
模
な
被
害
に
か
ん
が
み
、
「
労
働
法
」
は
、
就
業
の
安
全
や
衛
生
管
理
に
つ
い
て
法
的
雄
礁
を

定
め
、
使
用
帝
に
遵
守
の
公
法
的
義
務
を
負
わ
せ
る
と
と
も
に
、
被
災
労
働
者
に
対
す
る
補
悩
法
的
援
助
の
措
置
を
講
じ
さ
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
側
面
は
、
労
働
者
を
労
働
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
法
的
手
段
の
両
輪
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
側
而
に
お
い
て

も
、
確
立
さ
れ
る
で
に
は
多
く
の
法
的
障
害
を
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

雇
主
の
被
災
労
働
者
に
対
す
る
補
償
責
任
に
つ
い
て
は
、
法
的
に
は
私
法
関
係
に
属
す
る
問
題
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
労
働
安
全
基
準

を
定
め
る
立
法
措
置
以
上
に
困
難
が
伴
な
っ
た
。
賠
償
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
目
体
が
労
働
者
に
と
っ
て
難
し
か
っ
た
が
爵
訴
訟
に
持
ち
込

ん
だ
と
し
て
も
災
害
の
発
生
と
死
傷
の
因
果
関
係
に
お
け
る
一
雇
主
側
の
過
失
は
立
証
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
一
八
八

○
年
の
「
使
用
者
責
任
法
」
（
同
日
ｂ
」
・
『
図
》
の
口
：
筐
ご
缶
・
奇
）
は
初
め
て
コ
モ
ン
。
ロ
Ｉ
の
「
共
同
一
雇
用
の
法
理
（
・
・
・
８
風
口
の
・
飴

○
・
日
目
・
ロ
の
日
ロ
］
・
】
日
の
貝
）
」
の
壁
を
破
っ
て
、
｜
雇
主
の
「
無
過
失
」
責
任
の
原
則
を
定
め
た
。
雇
主
側
に
損
害
の
発
生
に
つ
い
て
の
故

意
、
過
失
が
な
く
て
も
賠
償
の
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
の
原
則
は
、
に
場
施
設
等
危
険
を
包
蔵
し
た
大
規
模
の
経
済
活
動
を
行
な
う
「
綴
済

人
」
に
特
別
な
社
会
的
責
任
を
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
労
働
法
と
し
て
画
期
的
な
意
義
を
有
す
る
。

労
災
補
償
の
も
う
一
つ
の
法
的
障
害
は
、
使
用
者
の
賠
償
の
個
人
的
負
担
能
力
の
問
題
で
あ
っ
た
。
雇
主
の
直
接
補
償
に
は
限
皮
が
あ

る
た
め
、
損
害
担
保
の
た
め
の
雇
主
ま
た
は
労
使
共
同
の
拠
川
に
よ
る
保
険
基
金
を
作
り
、
そ
の
リ
ス
ク
を
こ
れ
に
よ
っ
て
分
散
さ
せ
る

制
度
が
生
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
一
八
九
七
年
「
労
働
者
災
害
補
償
法
」
が
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
で
、
こ
れ
が
後
に
社
会
補
償
制
度
下

の
労
災
補
償
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ベ
パ
リ
ッ
ジ
勧
告
に
基
づ
き
、
「
す
べ
て
の
国
民
に
」
基
本
的
な
最
低
生
活
水
準
を
保
障
す
る
た
め
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福祉国家における法の果す機能

総大家れダ：
/、｝咄、二≧ -2.-一

れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）

一
方
、
労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
「
労
働
法
」
の
規
定
も
、
各
国
で
特
に
第
二
次
大
戦
後
に
急
速
に
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
福
祉
国

家
」
た
る
と
、
あ
る
い
は
社
会
保
障
制
度
の
有
無
と
は
直
接
か
か
わ
り
な
し
に
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
、
第
二
次

大
戦
前
ま
で
は
こ
の
種
の
工
場
法
規
の
制
定
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
○
年
代
に
は
「
工
場
法
」
を
強
化
し
、
’
九
七
四
年
に

総
合
的
な
「
労
働
安
全
衛
生
法
」
が
生
れ
た
。
た
だ
し
、
同
法
に
は
、
法
の
定
め
る
安
全
基
準
に
違
反
し
て
発
生
し
た
災
害
の
補
償
責
任

に
関
す
る
規
定
が
含
ま
れ
る
が
、
労
災
補
償
の
基
本
法
で
あ
る
前
記
の
一
九
九
五
年
の
「
社
会
保
障
法
」
と
は
、
別
の
体
系
で
あ
る
。
こ

の
社
会
保
険
制
度
を
創
設
し
、
’
九
円
六
年
の
「
国
民
保
険
法
」
が
、
労
働
災
害
に
よ
る
も
の
を
含
め
て
す
べ
て
の
疾
病
、
障
害
を
拠
出

制
に
よ
る
国
の
補
償
制
度
と
し
た
。
た
だ
し
、
労
災
に
よ
る
傷
病
（
業
務
障
害
）
を
一
挙
に
一
般
の
傷
病
と
同
じ
扱
い
に
す
る
こ
と
は
従

来
の
経
過
か
ら
し
て
困
難
な
の
で
、
当
初
は
、
国
民
保
険
法
を
労
災
と
そ
の
他
の
部
分
に
分
け
、
給
付
の
要
件
や
内
容
等
に
差
異
を
設
け

た
。
し
か
し
そ
の
後
の
法
改
正
を
通
じ
て
両
者
の
格
差
は
次
第
に
解
消
の
方
向
に
向
か
い
電
’
九
九
五
年
の
「
社
会
保
障
法
」
（
の
。
○
こ

の
の
Ｃ
日
］
こ
し
ｇ
）
（
労
災
保
険
基
金
を
廃
止
詮
国
民
保
険
基
金
に
代
え
る
）
、
現
行
法
で
あ
る
一
九
九
一
一
年
の
「
社
会
保
障
拠
出
。
給
付

法
」
、
「
社
会
保
障
管
理
運
営
法
」
（
労
災
給
付
費
が
税
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
統
合
基
金
か
ら
支
出
さ
れ
、
保
険
料
に
依
拠
し
な
い
無
拠

（
２
）

出
給
付
と
な
る
）
を
通
じ
て
「
労
災
補
償
」
と
し
て
の
独
自
性
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
の
労
災
補
償
の
動
向
は
、
従
来
の
労
働
立
法
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
社
会
保
険
形
式
に
よ
る
労
災
補
償
を
、

初
め
は
格
差
を
つ
け
て
、
後
に
そ
れ
を
徐
々
に
解
消
し
て
最
終
的
に
社
会
補
償
制
度
と
し
て
の
脚
民
一
般
の
障
害
補
償
体
制
の
中
に
包
摂

し
た
典
型
的
例
と
い
え
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
第
二
次
大
戦
後
の
一
九
四
六
年
に
労
働
災
害
お
よ
び
Ⅲ
業
病
の
補
償
と
予
防
に
関
す
る
法

律
が
で
き
、
こ
れ
が
一
九
五
六
年
に
単
一
の
「
社
会
保
障
法
典
」
に
編
入
さ
れ
た
。
た
だ
し
財
源
は
全
額
使
用
者
負
担
で
あ
る
。
オ
ラ
ン

ダ
で
は
、
業
務
上
・
外
の
区
別
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
労
災
補
償
」
の
概
念
目
体
が
消
滅
し
た
た
め
、
完
全
に
社
会
保
障
化
さ

術
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
福
祉
国

イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
、
第
二
次

」
を
強
化
し
、
’
九
七
四
年
に

て
発
生
し
た
災
害
の
補
償
責
任

と
は
、
利
の
体
系
で
あ
る
。
こ
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労
災
補
償
の
方
は
、
形
の
上
で
は
、
労
基
法
の
そ
れ
と
労
災
保
険
法
の
二
本
立
て
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
後
者
の
数
次
の
改
正
に
よ
り
、

（
４
）

次
第
に
労
基
法
か
季
ｂ
離
れ
て
独
自
の
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

特
に
労
災
保
険
法
が
、
一
九
六
○
年
以
降
の
改
正
二
九
六
○
・
一
九
七
三
年
）
に
よ
っ
て
、
給
付
の
年
金
化
、
国
庫
補
助
、
自
営
業

者
へ
の
拡
張
適
用
、
通
勤
災
害
制
度
、
労
働
福
祉
事
業
制
度
等
を
導
入
し
、
労
働
者
の
業
務
上
の
負
傷
、
疾
病
、
障
害
、
死
亡
の
す
べ
て

の
点
は
、
各
国
同
様
で
あ
り
、
｜
股
に
、
「
労
働
法
」
の
う
ち
、
「
労
働
災
害
防
止
」
を
目
的
と
す
る
法
規
と
一
労
災
補
償
」
を
目
的
と
す

る
法
規
と
は
、
別
立
て
の
体
系
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
の
労
働
災
害
に
関
す
る
労
働
法
の
シ
ス
テ
ム
も
、
全
体
と
し
て
右
の
体
系
に
従
っ
て
い
る
。
何
れ
の
側
面
も
第
二
次
大
戦
後
に

整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
労
災
保
護
制
度
が
戦
前
の
、
し
か
も
か
な
り
早
い
時
期
に
生
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
明
治
開
国

後
の
近
代
産
業
化
の
速
度
が
早
く
、
災
害
率
が
高
か
っ
た
こ
と
も
理
山
の
一
つ
で
あ
る
。
’
九
二
年
工
場
法
は
、
労
働
安
全
衛
生
体
制

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
「
無
過
失
責
任
原
理
」
に
よ
る
補
償
制
度
を
形
成
し
た
。
そ
し
て
一
九
二
三
年
に
制
定
さ
れ
た
「
健
康
保
険
法
」

（
国
民
皆
保
険
者
と
い
う
発
想
が
す
で
に
こ
の
時
期
に
制
度
化
さ
れ
た
）
が
、
工
場
法
、
鉱
業
法
の
適
川
を
受
け
る
労
働
者
を
も
そ
の
対

象
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
社
会
保
険
方
式
」
に
よ
る
補
償
給
付
と
い
う
制
度
が
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
「
社
会
保
険
法
」
と

し
て
の
「
健
康
保
険
法
」
が
、
ほ
ん
ら
い
「
労
働
法
」
上
の
使
用
者
責
任
と
し
て
の
事
業
主
の
扶
助
責
任
を
そ
の
中
に
「
吸
収
、
包
摂
」

し
た
点
に
お
い
て
重
要
性
を
も
つ
（
高
藤
「
概
論
」
’
九
九
七
年
一
九
一
頁
）
。

第
二
次
大
戦
後
、
労
基
法
が
労
働
安
全
衛
生
お
よ
び
災
害
補
償
の
規
定
を
設
け
、
同
時
に
制
定
さ
れ
た
労
災
保
険
法
が
労
災
補
償
（
当

初
は
労
基
法
上
の
そ
れ
と
同
一
内
容
）
と
使
用
者
を
加
入
者
と
し
政
府
を
保
険
者
と
す
る
強
制
社
会
保
険
制
度
を
定
め
た
。
労
基
法
の
安

全
衛
生
関
係
規
定
は
、
相
次
ぐ
規
則
制
定
に
よ
っ
て
内
容
を
充
実
し
て
い
っ
た
が
、
一
九
七
二
年
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
っ
て
引
き
っ

が
れ
た
。
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将
来
、
も
し
労
災
補
償
の
社
会
保
障
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
、
給
付
が
一
律
化
し
、
使
用
者
の
保
険
料
負
担
が
な
く
な
る
段
階
に
至
れ
ば
、

「
労
働
法
」
の
社
会
保
障
化
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
「
労
災
補
償
法
」
の
「
労
働
法
」
的
性
格
を
特
色
づ
け
る

最
も
大
き
な
要
素
で
あ
る
「
使
用
者
責
任
」
と
し
て
の
保
険
料
の
一
方
的
負
担
の
原
川
の
廃
棄
を
社
会
が
許
容
す
る
ほ
ど
に
、
「
社
会
連

帯
の
理
念
」
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
段
階
で
は
、
労
災
補
償
給
付
と
民
事
損
害
賠
償
と
い
う
側
而
に
お
け

（
６
）

Ｅ
ろ
使
用
者
の
配
慮
義
務
（
》
具
任
）
の
考
え
方
も
見
直
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

衞辨
目
｜
雇
用
保
護
の
労
働
法
シ
ス
テ
ム

蝶
「
労
働
法
」
は
、
’
九
世
紀
に
お
け
る
登
場
以
来
、
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
の
問
題
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
き
た
が
、
最
初
は
、
労

麩
働
力
需
給
の
変
動
の
大
き
い
資
本
主
義
の
市
場
経
済
の
下
で
は
、
雇
用
安
定
の
た
め
の
国
家
に
よ
る
立
法
化
を
図
る
こ
と
は
到
底
望
め
な

す細
か
っ
た
。
「
失
斐
率
」
は
当
時
で
は
景
気
の
変
動
や
労
働
者
の
熟
練
不
足
あ
る
い
は
労
働
意
欲
の
欠
如
に
よ
る
一
時
的
な
調
整
の
ミ
ス
マ
ッ

》
」

詞
チ
現
象
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
は
、
せ
い
ぜ
い
失
業
保
険
。
手
当
と
い
う
私
的
共
済
制
度
を
国
家
に
よ
る
薑
公
的
制
度
に

国祉
ま
で
格
上
げ
さ
せ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
一
九
二
○
～
’
一
一
年
の
ご
ロ
の
日
ロ
］
・
】
白
の
員
目
ゴ
の
ロ
国
口
８
津
。
（
が
そ
の
曲
〈
型
で
あ

福
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
第
一
回
総
会
二
九
一
九
年
）
で
「
公
的
無
料
職
業
紹
介
制
度
の
設
置
を
推
進
す
る
失
業
に
関
す

負
担
に
お
い
て
補
償
さ
せ
る
」
と
．

（
５
）

疑
問
を
投
げ
か
け
る
見
解
が
あ
る
、

の
側
面
に
つ
い
て
労
災
保
険
を
適
用
、
社
会
保
険
と
し
て
拠
出
、
給
付
内
容
の
す
べ
て
を
定
式
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
労
災

補
償
は
、
使
用
者
の
「
責
任
」
保
険
と
い
う
性
格
か
ら
被
災
労
働
者
の
「
生
活
保
障
」
と
い
う
性
格
に
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
変
化
を
労

災
補
償
法
（
労
災
保
険
法
）
の
「
社
会
保
障
化
」
と
し
て
評
価
す
る
見
解
が
学
者
の
間
で
は
か
な
り
有
力
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現

行
の
労
災
補
償
制
度
を
労
働
者
の
「
生
活
保
障
」
と
い
う
原
理
だ
け
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
「
被
災
労
働
者
の
損
害
を
使
用
者
の

負
担
に
お
い
て
補
償
さ
せ
る
」
と
い
う
基
本
的
性
格
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
し
、
こ
れ
を
一
般
の
保
険
制
度
の
中
に
吸
収
さ
せ
る
こ
と
に
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る
条
約
（
第
二
号
条
約
）
」
と
「
失
業
保
険
制
度
を
含
む
失
業
に
関
す
る
勧
告
（
第
一
号
勧
告
）
」
を
採
択
し
て
お
り
、
「
国
際
」
労
働
法

が
各
国
の
政
策
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
一
九
二
九
年
以
降
、
世
界
恐
慌
に
よ
る
深
刻
な
失
業
問
題
に
見
舞
わ
れ
る
や
、

各
国
は
相
次
い
で
公
的
な
失
業
保
険
制
度
を
採
用
し
た
。

わ
が
国
の
対
応
を
見
る
と
、
失
業
保
険
に
つ
い
て
は
髄
取
組
み
自
体
は
比
較
的
早
く
、
’
九
二
一
年
憲
政
会
が
わ
が
国
初
の
失
業
保
険

構
想
で
あ
る
「
失
業
保
険
概
目
」
を
発
表
、
国
民
党
と
共
同
で
失
業
保
険
法
を
提
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
方
針

（
’
九
二
五
年
「
失
業
労
働
者
救
済
二
関
ス
ル
内
務
大
臣
声
明
」
）
は
、
失
業
手
当
制
度
を
「
徒
ら
に
怠
堕
ノ
風
ヲ
助
長
ス
ル
」
も
の
と
し

て
否
定
、
公
的
失
業
救
済
事
業
（
失
対
鼈
業
）
に
よ
る
失
業
者
の
吸
収
政
策
に
と
ど
ま
っ
た
。
解
雇
の
法
的
規
制
と
い
う
失
業
発
生
に
対

す
る
間
接
的
抑
制
立
法
も
．
戦
前
に
ほ
と
ん
ど
議
案
に
も
上
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
、
不
況
時
の
都
市
の
失
業
労
働
者
が
農
村
に
還

流
し
て
潜
在
失
業
者
と
な
る
と
い
う
社
会
構
造
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

失
業
問
題
は
、
各
国
で
第
一
。
二
次
大
戦
の
戦
間
期
に
一
時
、
潜
在
化
し
て
い
た
が
弱
第
二
次
大
戦
後
の
「
社
会
改
鰔
」
の
重
要
な
柱

と
な
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
「
福
祉
国
家
」
に
お
い
て
、
社
会
保
障
制
度
の
中
に
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
発
想
や
原
型
は
、
「
労
働
法
」
の
開

拓
し
た
労
使
の
拠
出
に
よ
る
失
業
保
険
手
当
制
度
で
あ
っ
た
。

社
会
保
障
が
い
か
煎
る
形
の
失
業
者
を
も
、
そ
の
失
職
期
間
中
の
す
べ
て
の
生
活
を
ま
か
な
え
る
ほ
ど
に
十
分
で
あ
れ
ば
、
「
労
働
法
」

が
そ
の
他
の
一
雇
用
保
護
制
度
を
用
意
す
る
必
要
性
は
薄
い
と
い
え
る
。
し
か
し
軽
現
実
に
は
、
労
使
拠
出
の
社
会
保
険
に
よ
る
失
業
給
付

制
は
、
国
家
に
よ
る
一
定
の
基
金
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
も
構
造
的
失
業
に
よ
る
大
量
か
つ
、
長
期
的
な
救
済
に
足
り
ぱ
い
こ
と
が
、

各
国
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
失
業
手
当
制
度
は
、
雇
用
の
「
保
障
」
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
し
か
機
能
し
な
い

こ
と
に
な
り
、
一
雇
用
保
護
の
た
め
の
法
的
規
制
、
そ
の
他
の
「
労
働
法
」
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
う
し
て
、
｜
雇
用
問
題

に
対
処
す
る
法
的
保
護
は
、
そ
の
一
部
が
社
会
保
障
化
さ
れ
た
失
業
手
当
制
を
含
め
て
「
労
働
法
」
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
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福祉国家における法の果す;機能

一
履
川
保
謹
の
法
政
策
の
巾
核
は
、
労
伽
撒
の
解
歴
か
ら
の
保
謎
で
あ
り
、
そ
の
股
も
直
赦
的
な
法
的
規
制
は
、
解
雇
に
「
正
当
事
由
」

を
求
め
る
一
九
五
○
年
の
（
西
）
ド
イ
ツ
の
立
法
で
あ
る
。
わ
が
国
の
労
基
法
に
は
、
解
一
犀
を
禁
止
す
る
一
般
的
規
定
が
な
く
、
む
し
ろ

（【ｌ）

解
一
屋
は
自
川
と
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
法
そ
の
他
の
立
法
に
よ
る
解
雇
の
制
限
、
就
業
規
則
や
労
働
協
約
に
よ
る
労
使

間
の
手
続
規
定
、
裁
判
所
が
解
雇
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
判
決
に
お
い
て
徐
々
に
確
立
し
た
「
解
雇
権
艦
用
の
禁
止
」
お
よ
び
「
整
理
解
雇
の

（
８
）

許
容
基
準
」
の
判
例
法
理
を
通
じ
て
、
〈
「
日
で
は
少
な
く
と
も
「
常
用
の
」
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
解
雇
は
も
は
や
「
（
｜
雇
用
契
約
の
解

除
と
し
て
）
自
由
」
と
は
い
え
な
い
状
況
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
わ
が
国
の
「
労
働
法
」
に
よ
る
解
雇
の
規
制
は
、
他
の
国
に
比
べ
る
と
相
当
に
厳
し
い
ほ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

法
的
規
制
は
、
長
い
間
、
雇
用
の
安
定
に
大
き
な
寄
与
を
し
た
。
し
か
し
「
バ
ブ
ル
崩
壊
」
後
の
不
況
で
経
済
成
長
率
が
著
し
く
低
下
し
、

リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
余
剰
労
働
力
の
整
理
解
雇
が
一
定
段
階
に
達
す
る
と
、
か
な
り
実
行
性
が
失
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
法
的
規

わ
が
国
の
「
労
働
法
」
が
、
労
働
者
の
雇
用
（
雇
用
上
の
地
位
）
を
保
護
す
る
た
め
に
用
意
し
て
い
る
法
的
シ
ス
テ
ム
は
か
な
り
多
面

的
で
あ
る
。
実
定
法
規
と
し
て
も
「
労
働
法
」
、
「
雇
用
対
策
法
」
、
「
職
業
安
定
法
」
冠
「
職
業
能
力
開
発
促
進
法
」
、
「
雇
用
保
険
法
」
、
「
高

齢
者
雇
用
安
定
法
」
、
「
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
、
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
」
等
が
あ
る
。
判
例
や
行
政
措
置
も
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
法
規
を
別
々
に
見
た
だ
け
で
は
、
「
労
働
法
」
が
全
体
と
し
て
雇
用
の
保
護
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
政
策
に
立
っ
て
い
る

か
、
ま
た
相
互
の
連
関
を
つ
か
む
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
「
労
働
法
」
の
雇
用
保
護
シ
ス
テ
ム
を
法
政
策
別
に
、
（
イ
）
解
一
厘
か
ら
の

保
護
、
（
ロ
）
雇
用
上
の
地
位
の
保
護
、
（
ハ
）
失
業
手
当
給
付
制
度
、
（
一
一
）
職
業
安
定
制
度
、
（
ホ
）
｜
雇
用
安
定
促
進
制
度
、
の
五
つ
に

分
け
て
、
そ
の
政
策
的
意
義
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

の
で
あ
る
値

（
イ
）
解
一
雇
か
ら
の
保
謹

躯附



す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
失
業
労
働
者
の
失
業
期
間
中
の
生
活
保
障
と
し
て
の
失
業
手
当
制
度
は
、
労
働
法
が
労
使
（
お
よ
び
国
）
の

（
皿
）

保
険
料
拠
出
に
か
か
る
社
会
保
険
方
式
を
創
設
し
、
こ
れ
を
「
社
会
保
障
法
」
が
社
会
保
障
の
中
に
導
入
し
た
。
わ
が
国
で
は
現
行
「
一
雇

用
保
険
法
」
の
下
で
、
労
使
折
半
の
保
険
料
拠
出
制
に
よ
り
、
｜
部
を
国
庫
が
負
担
す
る
（
１
’
４
を
原
則
と
す
る
）
三
者
負
担
の
、
「
社

わ
が
国
の
一
雇
用
関
係
の
下
で
は
、
「
常
用
」
ｌ
「
定
年
制
」
ｌ
｜
「
終
身
雇
川
制
」
と
い
う
慣
行
が
、
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
、
相
冴
の
身
分
保
障

（
９
）

（
）
○
ヶ
の
①
。
ｐ
臥
弓
）
的
効
果
を
果
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
一
九
八
六
年
の
「
高
齢
者
一
雇
用
安
定
法
」
が
は
じ
め
て
「
定
年
制
」

を
法
的
制
度
の
ワ
ク
組
み
に
取
り
入
れ
る
ま
で
は
、
い
ず
れ
も
実
定
法
の
裏
づ
け
が
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
、
そ
れ
が
就
業
規
則
や
労
働

協
約
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
「
黙
示
の
慣
行
」
と
し
て
、
そ
し
て
判
例
法
が
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
法
規
範
に
準
ず
る
効
力
を
持
っ
て
い
る
。
「
高
齢
者
雇
用
安
定
法
」
が
初
め
て
定
年
制
を
導
入
し
た
の
は
、
「
高
齢
化
社
会
」
が

到
来
し
、
構
造
不
況
に
よ
る
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
に
よ
り
「
常
用
制
」
や
「
終
身
雇
用
制
」
の
慣
行
が
崩
れ
始
め
、
そ
の
影
響
を
も
ろ
に
受

け
た
高
齢
者
労
働
者
に
対
す
る
雁
用
対
策
が
急
務
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

定
年
制
は
、
公
的
年
金
制
の
受
給
資
格
と
も
連
動
し
、
労
働
法
と
「
社
会
保
障
法
」
と
の
接
点
を
成
す
点
で
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
。
同
法
は
、
当
初
は
、
定
年
を
定
め
る
こ
と
を
企
業
の
「
努
力
義
務
」
に
と
ど
め
て
い
た
が
、
一
九
九
八
年
の
改
正
で
、
定
年
を
定

め
る
場
合
に
は
六
○
歳
を
下
回
ら
な
い
こ
と
が
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
定
年
の
定
め
は
、
少
な
く
と
も
常
用
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

（
⑱
）

「
定
年
ま
で
は
身
分
を
保
障
さ
れ
る
」
慣
行
に
よ
っ
て
、
｜
定
の
雇
用
安
定
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

制
力
を
有
効
に
利
用
し
う
る
者
は
、
組
合
組
織
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
わ
が
国
で
は
ご
く
一
部
分
の
労
働
者
に
限
ら

れ
る
こ
と
が
、
’
九
九
○
年
代
に
は
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

れ
る
こ
と
が
、
’
九
九
○
年
代

（
ロ
）
一
雇
用
の
地
位
の
保
謹

穴
）
失
業
手
当
給
付
制
度
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（
一
二
職
業
安
定
制
度

職
業
紹
介
制
度
は
、
失
業
手
当
制
度
と
の
組
み
合
せ
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
労
働
法
」
の
一
環
と
し
て
登
場
し
た
。
わ
が
国
で
は

直
上
職
業
紹
介
法
に
よ
り
す
で
に
第
二
次
大
戦
前
に
、
失
業
政
策
の
一
環
と
し
て
、
た
だ
し
失
業
手
当
制
と
連
係
な
し
に
制
定
さ
れ
た
。
戦
後
、

△
ｎ

機
そ
の
系
譜
を
引
く
職
業
安
定
法
と
と
も
に
失
業
保
険
法
が
制
定
さ
れ
（
’
九
四
七
年
）
、
国
の
独
占
事
業
で
あ
る
職
業
紹
介
を
行
な
う
職

す喋
業
安
定
所
が
失
業
保
険
に
基
づ
く
失
業
手
当
の
給
付
業
務
を
兼
ね
る
｝
」
と
に
よ
り
、
｜
雇
用
安
定
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

誰
職
業
安
定
法
は
、
一
九
五
○
年
代
に
至
っ
て
「
失
業
者
等
の
職
業
訓
練
に
関
す
る
職
業
訓
練
法
」
（
一
九
五
八
年
）
、
「
身
障
者
雇
用
促

ｊ打
進
法
」
（
’
九
六
○
年
）
の
制
定
に
よ
り
、
｜
雇
用
開
拓
の
た
め
の
職
業
教
育
政
策
を
導
入
し
て
き
た
が
、
’
九
六
六
年
に
「
一
雇
用
対
策
法
」

》
」

詞
が
制
定
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
｜
雇
用
政
策
法
と
し
て
の
機
能
を
強
め
る
｝
」
と
に
な
っ
た
。

国祉
他
方
、
国
に
よ
る
職
業
紹
介
（
労
働
者
供
給
）
事
業
の
独
占
制
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
労
働
市
場
の
円
滑
化
を
妨
げ
て
い
る
と
の
見
地

福

か
ら
の
批
判
の
声
が
上
が
り
、
一
九
八
五
年
に
、
私
的
紹
介
事
業
と
し
て
の
人
材
派
遣
業
を
一
定
の
要
件
下
に
認
め
る
「
労
働
者
派
遣
法
」

と
さ
れ
て
い
る
ｃ

会
保
険
」
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

失
業
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
拠
出
制
度
や
給
付
制
度
が
整
備
さ
れ
て
も
、
「
構
造
的
失
業
者
」
と
い
わ
れ
る
長
期
に
わ
た
る
失

業
者
の
生
活
保
障
を
ど
こ
ま
で
負
担
す
る
か
と
い
う
、
「
労
働
法
」
が
最
初
に
手
が
け
た
時
点
か
ら
の
課
題
を
持
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の

現
行
「
雇
用
保
険
法
」
の
下
で
は
、
失
業
給
付
の
期
間
に
つ
き
、
被
保
険
者
期
間
で
な
く
、
年
齢
に
応
じ
て
給
付
口
数
を
定
め
（
求
職
者

給
付
、
就
職
促
進
給
付
、
雁
川
継
続
給
付
の
三
稲
の
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｈ
的
に
応
じ
た
給
付
の
態
様
が
異
な
る
）
、
ま
た
、
’
九
八
四
年
の
改

正
で
「
再
就
職
手
洲
」
が
、
一
九
九
四
年
の
改
正
で
、
高
齢
者
や
女
性
の
職
業
生
活
の
円
滑
な
継
続
を
促
進
す
る
た
め
．
渥
用
継
続
給
付
」

制
度
を
創
設
し
た
が
、
根
本
的
解
決
に
は
程
遠
く
、
以
下
に
述
べ
る
雇
用
維
持
、
創
出
の
政
策
と
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
政
策
が
必
要
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職
業
安
定
法
や
雇
用
対
策
法
は
、
職
業
紹
介
お
よ
び
職
業
政
策
を
通
じ
て
、
失
業
労
働
者
を
中
心
と
す
る
職
業
開
発
を
期
し
て
き
た
。

高
度
経
済
成
長
期
の
「
完
全
雇
川
」
時
代
に
あ
っ
て
は
、
さ
し
て
問
題
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
労
働
市
場
の
狭
脆
性
か
ら
、
求
人
側
と
求
職

者
川
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
形
で
制
度
自
体
の
効
率
性
が
問
わ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
当
時
、
わ
が
国
に
比
べ
る
と
格
段
に
高
い

失
業
率
で
大
量
の
若
年
失
業
者
を
か
か
え
、
雇
用
創
出
政
策
に
頭
を
悩
ま
せ
て
き
た
西
欧
諸
国
と
対
照
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
七
○
年
代
の
深
刻
な
不
況
に
よ
る
失
業
者
の
増
大
に
当
面
し
て
、
わ
が
国
で
も
、
雇
川
の
安
定
・
創
出
が
大
き
な
政
治

的
課
題
と
な
る
に
お
よ
び
、
一
九
七
三
年
の
「
雇
用
保
険
法
」
は
、
「
雇
川
保
険
制
度
」
と
「
｜
雇
用
安
定
制
度
」
と
を
組
み
合
わ
せ
、
事

業
主
負
担
に
か
か
る
拠
出
金
を
一
雇
用
の
維
持
・
創
出
の
た
め
に
使
川
す
る
「
雇
用
保
険
事
業
」
制
度
を
導
入
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
「
雇

用
安
定
」
、
「
能
力
開
発
」
お
よ
び
「
一
雇
用
福
祉
」
の
三
つ
か
ら
成
る
が
、
｜
雇
用
政
策
と
し
て
の
眼
Ⅱ
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
多
種
に
わ
た
る

「
助
成
金
」
を
一
雇
用
の
維
持
、
創
出
の
目
的
で
、
事
業
主
等
に
交
付
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
種
の
「
雇
用
助
成
金
」
は
、
す
で
に
第

（
咽
）

一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
時
か
曇
り
政
府
の
緊
急
雇
用
安
定
措
置
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
｜
雇
用
保
険
事
業
も
、
旧
失
業
保
険
法

時
代
に
保
険
事
業
（
労
使
負
担
）
の
付
帯
事
業
（
福
祉
施
設
）
と
し
て
小
規
模
で
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
雇
用
保
険
法
」
は
、

こ
れ
を
正
式
の
法
的
措
置
と
し
て
体
系
化
し
た
（
そ
の
体
系
と
助
成
金
の
内
容
に
つ
い
て
第
１
図
参
照
）
。

こ
の
雇
用
安
定
事
業
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
形
で
具
体
化
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、
法
文
だ
け
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
実
際
の
政
策
の

実
施
主
体
は
地
方
自
治
体
で
あ
り
、
県
が
本
法
の
政
策
目
的
に
基
ず
き
、
そ
の
裁
量
で
助
成
金
の
配
分
を
行
な
っ
て
い
る
。
サ
ン
プ
ル
と

し
て
、
あ
る
県
の
労
政
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
す
と
第
２
図
の
よ
う
に
な
る
。
他
の
県
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
ろ
う
。

（
旧
）

が
成
立
し
た
。
そ
れ
は
新
た
な
「
労
働
市
場
政
策
」
に
基
づ
く
労
働
法
シ
ス
ー
ナ
ム
の
変
容
の
下
に
、
そ
の
範
囲
を
拡
大
す
る
方
向
に
同
っ

て
い
る
。

（
ホ
）
雇
用
促
進
制
度
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福祉国家における法の果す機能

-'霧………[蕊繍簔…’
Ｆ|継続雇用制度導入奨励金

雇
用
安
定
事
業

高齢期就業準備奨励金
引高年齢者の雇用の安定ト

高年齢者多数雇用奨励金｜

高年齢者雇111環境整備奨励金｜

地域雇用開発助成金

大規模雇用開発促進助成金

通年雇用奨励金｜

冬期雇用安定奨励金｜
冬期技能講習助成給付金（冬期技能講習助成金）

-|地域的な雇用の安定|－

特定求職者雇用開発助成金

-……鋼一ＬＦ卜鰍駕騨臓野
育児、介護等退職者再雇用促進給付金

蝋諭鰯藷譜斧全一ｕ鶚鰡
生涯能力開発給付金｜

職業適応訓練委託費｜

再就職促進講習給付金｜

認定訓練派遣等給付金

中高年齢労働者等受講奨励金｜

育児。介護休業者職場復帰プログラム実施奨励金

野展開支援人材確保助成金

環境整備奨励金

能
力
開
発
事
業

職業安定促進講習委託費。受講給付金

能力再開発適応講習受講給付金

冬期技能講習助成給付金
(冬期技能講習受講給付金）

ソフトウェア人材育成事業助成金
ソフトウェア人材育成事業派遣奨励金

労･働移動能力開発助成金｜

人材高度化助成金’

一小規模事業被保険者福祉助成金

一障害者雇用継続助成金｜

－移転就職準ｉｉｉ活動促進給付金１

－地域雇用環境整備助成金

一中小企業人材確保推進事業助成金｜

－介護労働者雇用管理研修助成金１

－|介護労働者福証葹11,回り筬蕊~｜
－介護福祉助成金｜

－看護婦等雇用管理研修助成金｜

－事業所内託児施設助成金｜

-|中小企業短時間労働者雇用管理改善等助成金１
－|事業主団体癒蒔閲労働者雇用管理改善等助成金
-|未就職卒業者猟場実習助成金

雇
用
福
祉
事
業

第１図雇用保険法に基づく給付金の体系
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わ
が
国
の
一
九
七
一
一
一
年
の
雇
用
保
険
法
が
積
極
的
に
進
め
た
雇
用
促
進
（
維
持
。
創
出
）
政
策
は
、
雇
用
保
険
と
い
う
ほ
ん
ら
い
失
業

給
付
の
た
め
の
制
度
を
雇
用
保
障
の
た
め
活
用
す
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
に
も
反
響
を
起
こ
し
、
Ｉ
Ｌ

Ｏ
’
六
八
号
（
｜
雇
用
促
進
と
失
業
に
対
す
る
保
護
に
関
す
る
）
条
約
お
よ
び
一
七
六
号
（
雇
用
促
進
お
よ
び
失
業
保
護
）
勧
告
の
成
立

に
寄
与
し
た
。
そ
れ
は
社
会
保
障
の
対
象
と
さ
れ
る
生
活
障
害
の
積
極
的
予
防
、
排
除
の
た
め
の
政
策
と
し
て
、
今
後
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
お
け

る
社
会
保
障
全
体
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
高
藤
「
大
原
雑
誌
」
四
一
二
号
六
頁
）
。

も
っ
と
も
、
事
業
主
の
単
独
負
担
に
よ
る
雇
用
促
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
ほ
ん
ら
い
国
家
が
直
接
負
担
す
べ
き
政
策
を
事
業
主
が
肩
代

わ
り
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
｜
雇
用
奨
励
金
な
ど
の
形
で
事
業
主
に
金
銭
支
給
す
る
こ
と
が
「
事
業
主
本
位
の
制
度
に
化
す
危
険
制
を
は

ら
む
」
点
に
お
い
て
批
判
が
あ
る
（
高
藤
「
基
本
原
理
」
一
二
六
頁
）
。
こ
の
制
度
が
、
今
後
、
予
想
さ
れ
る
失
業
問
題
の
深
化
に
対
応

（
川
）

し
て
ど
の
程
度
に
貢
献
す
る
か
、
失
業
者
の
増
大
に
よ
っ
て
基
金
が
枯
渇
し
た
場
合
、
ど
う
な
る
か
は
、
〈
「
の
と
こ
ろ
未
知
数
で
あ
る
。

し
か
し
、
雇
用
保
険
法
が
、
従
来
、
法
的
根
拠
の
あ
い
ま
い
の
ま
ま
郵
や
や
も
す
る
と
、
投
資
効
率
を
考
え
る
こ
と
な
く
、
特
定
の
不
況

、
、
、
、
、

産
業
、
業
種
、
ま
た
は
地
域
に
ば
ら
ま
い
て
い
た
、
行
政
措
置
と
し
て
の
一
雇
用
助
成
金
制
度
に
、
｜
定
の
法
政
策
に
基
づ
く
立
法
的
根

拠
を
提
供
し
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
本
節
で
は
、
こ
の
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
と
い
う
、
い
ず
れ
も
「
労
働
法
」
の
発
想
に
か
か
る
制
度
が
「
福
祉
国
家
」
の
形
成

を
期
に
、
部
分
的
に
社
会
保
障
の
体
系
に
「
包
摂
」
さ
れ
る
経
過
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
社
会
保
障
化
さ
れ
る
領
域
に
つ
い
て
「
労

働
法
」
が
進
め
た
保
障
政
策
を
跡
づ
け
た
。
わ
が
国
の
政
策
は
、
な
お
、
緊
急
対
策
的
で
試
行
錯
誤
の
域
を
出
な
い
が
、
「
福
祉
国
家
」

に
お
け
る
法
の
あ
り
方
と
し
て
国
際
的
関
心
を
引
く
と
思
わ
れ
る
。

210



福祉国家における法の果す機能

-高ＩＭＩ者雇用推進

-60歳定年の法的義務

'懲蕊臘蝋|臘競議鱒,;『蝋…縦線雇用努力義務
-高年齢者雇用推進者の選伍

合的雇用環境整備推進耶業
年齢者雇用開発協会による相談援助l-i：l相談援助

騨霧熟ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ・繼鋼j塗ｲﾝスト
個別企業における条件鑓Iliのための調査轡研究･立

ラクター

案の援LL

推進する
継続雇用
の推進

’ 企業診断システムの実施、新たな就業形態を普及
ためのパイロット醜業の実施

雇用施策モデルの|洲発研究、餐種情報の調査。収渠・提供
-高齢者雇)Ⅱに関するiiW稗・(i〕｢修｣11:業

-継続雇H1の定着及び促進（継続雁用定着促進助)戊金の活用）

奨励金及
‐|啓発指騨|+iii鱸鴎鱸鑪騨M灘雛鱸瀞環境蕊繍

-艫１W継続の促進（高年齢IHIⅡ]継続給付の活用）

-職業紹介機能の強化（高年齢者職業相談室）

需給調整
機能の強化 +齢騨艘雛iM鑛鵬露獺囑ﾘ促進

-求人求lliMi蝉|lの活J［

-両就1MM認lUjの法的努力義務

-高年齢者多数1iMlilliRの届出
-両就職援｣U)計画の作成
-再就職準Ｕ１ｉプログラムの実施

-地域中高年齢者雇用支援事業の実施

再就ＩＩＭｌの
(尿進等 事業主によ

る再就職援
助のⅧ促進等

H冑ii讓篝N霧iii篝i鑿驫鑿ili:iⅢ‐|助成措置等多様な形態
による雇用
就業の促進

、

６０歳以上の高齢者に係る労伽者派遣事業の特例（適用対･象

磧繍鯛億m砺鰄瀞…
数Iil的な
雇用磯会の
提供

-シルバー人材センター邸業の発展・拡充

-シルバー人材センター作業・研修施設の設置臨時・短雌
的な就業
機会の提IⅡ ‐シルバー人材センターにおける安全就業対策の推進

‐蕊富蕊.介謹支援推遮事蕊等就蘂機会を開発する…

陣
l儲準備援助の法的努力義聯在職中の

退職iliI4I1lj
の援助

源と'三活設計セミナー

高齢期の雇
用就業に対
する援助 [|臓鯛一■－

llifMUl雇用就業支援センター等による指導・援助の実施

llif1期の雇用就業に向けたHIEIiljの促進（高齢期就業準(''１i奨励
の活用）

IⅢ

第２図（神奈川県労lliI総猫室「''１高年齢者の職業生漸の安定のために」1998年から
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い
以
上
、
「
福
祉
国
家
」
の
』
の
、
囚
］
す
。
Ｐ
一
目
畳
・
ロ
と
し
て
特
に
労
働
関
係
に
か
か
わ
る
福
祉
国
家
立
法
で
あ
る
「
社
会
保
障
法
」

と
「
労
働
法
」
と
い
う
二
つ
の
法
体
系
の
相
万
関
係
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
福
祉
国
家
」
は
、
国
家
が
国
民
に
「
生
活
の
」
保
障
を
約
束
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
の
最
も
合
理

的
な
制
度
の
一
つ
が
社
会
保
障
制
度
で
あ
る
。
そ
の
社
会
保
障
の
中
で
も
、
傷
病
と
失
業
は
特
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
国
民
が

生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
稼
得
の
大
部
分
は
「
労
働
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
篭
そ
の
過
程
で
生
ず
る
労
働
災
害
や
失
業

と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
か
ら
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、
一
定
の
ま
と
ま
っ
た
人
々
に
よ
る
「
共
済
と
保
険
」
と
い
う
恒
常
的
制
度
が
必
要

と
さ
れ
た
。
社
会
保
障
制
度
が
始
ま
る
前
に
「
労
働
権
」
保
障
の
見
地
か
ら
そ
れ
を
手
が
け
た
の
は
「
労
働
法
」
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大

戦
後
、
「
福
祉
国
家
」
が
ト
レ
ー
ド
・
マ
ー
ク
と
し
て
採
用
し
た
社
会
保
障
制
度
は
、
疾
病
、
負
傷
潮
分
娩
、
廃
疾
、
死
亡
、
老
齢
、
火

、
、
、
、

業
、
多
子
な
ど
す
べ
て
の
生
活
事
故
を
対
象
と
し
た
か
ら
、
「
労
働
法
」
が
先
駆
的
役
割
を
果
し
た
労
災
補
償
や
失
業
手
当
制
度
も
当
然

そ
こ
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
「
労
働
法
」
は
「
社
会
保
障
法
化
」
し
た
の
で
あ
る
。
「
労
働
法
」
は
、
そ
れ
に
よ
っ

て
「
労
働
関
係
」
に
基
く
「
事
故
」
と
し
て
の
労
災
と
失
業
に
つ
い
て
、
労
使
の
拠
出
を
中
心
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
は
負
担
し
き
れ
な
い

補
償
給
付
を
社
会
保
障
に
よ
る
一
般
的
「
生
活
事
故
」
補
償
に
肩
替
り
さ
せ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
補
償
給
付
シ
ス
テ
ム
に
残
っ
て

い
た
「
労
働
法
的
」
な
性
格
も
消
滅
な
い
し
稀
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
。

口
し
か
し
、
わ
が
国
を
含
め
て
諸
国
の
社
会
保
障
制
度
を
見
る
と
、
「
労
働
法
」
の
う
ち
、
社
会
保
障
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の

は
、
労
災
補
償
と
失
業
手
当
の
部
分
に
限
ら
れ
て
お
り
、
「
福
祉
国
家
」
が
ほ
ん
ら
い
国
民
の
「
す
べ
て
の
生
活
部
面
（
憲
法
二
五
条
二

項
）
」
の
保
障
と
し
て
手
が
け
る
べ
き
労
災
薑
事
故
や
雇
用
保
護
と
い
う
、
よ
り
広
い
領
域
の
問
題
は
、
今
日
の
と
こ
ろ
、
社
会
保
障
の
中

四
今
後
の
福
祉
国
家
に
お
け
る
労
働
法
の
役
割
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労
働
災
害
の
防
止
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
労
働
安
全
衛
生
法
規
の
充
実
が
「
労
働
法
」
に
よ
り
進
め
ら
れ
れ
ば
、
「
二
本
建
て
」
の
法
的

保
障
制
腱
に
さ
し
て
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
雁
用
関
係
で
あ
る
。
臓
川
関
係
で
は
、
労
働
「
事
故
」
で
あ
る
失
業
の
発
生
可
能
性
が
、
偶
発
的
な
労
災
に
比
し
て
遥
か
に
高

く
、
か
つ
規
模
が
大
き
い
。
後
者
と
違
っ
て
市
場
の
「
景
気
変
動
」
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
で
み
た
よ
う
に
、
失
業
問

題
は
、
近
代
資
本
主
義
制
度
以
前
か
ら
の
社
会
問
題
で
あ
り
、
社
会
保
障
制
度
が
登
場
す
る
ま
で
、
「
労
働
法
」
や
労
働
運
動
が
「
労
働

権
」
の
保
障
の
見
地
か
ら
長
年
苦
闘
を
続
け
た
が
、
構
造
的
不
況
に
対
応
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
弱
体
な
失
業
手
当
法
の
外
、
見
る
べ
き

成
果
を
生
む
に
至
ら
な
か
っ
た
。
「
福
祉
国
家
」
や
、
「
社
会
保
障
」
と
い
っ
た
発
想
が
登
場
し
た
の
も
、
資
本
主
義
経
済
体
制
の
宿
命
と

も
い
う
べ
き
「
失
業
」
と
、
そ
れ
が
斉
す
社
会
不
安
や
貧
困
に
仙
発
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

社
会
保
障
は
、
失
業
手
当
を
労
使
の
拠
出
制
や
一
定
の
限
ら
れ
た
期
間
の
所
得
保
障
な
ど
「
労
働
法
」
の
性
格
を
残
し
つ
つ
も
、
問
家

が
聯
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
補
倣
の
責
任
を
負
う
と
い
う
体
制
を
確
立
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
社
会
保
障
制
度
に
よ
ら
な

い
私
的
な
失
業
給
付
制
度
で
は
、
財
政
的
規
模
が
小
さ
く
、
と
て
も
大
規
模
の
失
業
に
対
応
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
保

障
が
で
き
る
の
は
そ
こ
ま
で
で
あ
り
、
「
｜
犀
川
」
全
体
の
保
障
に
は
と
う
て
い
及
び
え
な
い
。

「
労
伽
法
」
は
、
失
業
手
当
の
給
付
を
社
会
保
障
制
度
に
委
ね
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
と
う
て
い
「
｜
雇
用
の
保
障
」
に
な
り
得
な
い
と
こ

ろ
か
ら
、
労
働
者
の
雇
用
上
の
地
位
の
保
護
や
職
業
紹
介
、
臆
川
の
創
川
な
ど
広
い
領
域
で
立
法
化
を
進
め
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
。
こ

に
含
ま
れ
て
は
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
に
は
、
補
償
の
「
給
付
」
を
対
象
と
す
る
社
会
保
障
制
度
の
本
質
か
ら
み
て
洲
然
だ
と
す
る

考
え
方
や
、
補
償
給
付
以
外
の
保
障
は
、
ほ
ん
ら
い
「
労
働
権
」
保
障
を
目
的
と
す
る
労
働
法
の
領
域
の
問
題
で
あ
っ
て
、
脚
民
の
「
牛

存
樅
」
の
保
障
を
目
的
と
す
る
社
会
保
障
と
は
別
問
題
だ
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
む
し

仔
椛
」
の
保
障
を
目
的
‐

ろ
通
説
か
も
し
れ
な
い
。
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う
し
た
背
景
が
あ
る
た
め
、
二
雇
川

が
本
格
化
し
た
の
は
、
比
較
的
最
》

特
色
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

の
両
域
を
合
わ
せ
て
、
学
説
上
「
雇
用
保
障
法
」
と
呼
ぶ
用
法
が
今
日
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
労
働
法
」
と
「
社
会
保

障
法
」
と
の
新
た
な
か
か
わ
り
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

同
「
福
祉
国
家
」
の
多
く
は
、
社
会
保
障
制
度
に
よ
っ
て
失
業
に
対
し
最
低
限
の
「
底
入
れ
」
を
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し

一
九
菰
○
年
代
の
経
済
成
長
と
完
全
雇
用
の
時
代
が
去
る
と
、
以
後
、
深
刻
な
不
況
に
よ
る
失
業
問
題
に
当
面
し
、
慢
性
的
な
失
業
者
の

大
群
を
か
か
え
て
、
二
○
世
紀
が
終
ろ
う
と
す
る
現
在
に
お
い
て
も
有
効
な
解
決
策
を
見
出
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
一
九
九
八
年

「
世
界
雇
用
報
告
」
に
よ
る
と
、
九
八
年
末
に
Ⅲ
界
の
失
業
者
数
は
一
億
五
○
○
○
万
人
に
達
し
、
ま
た
本
人
が
望
ま
な
い
短
時
間
労
働

や
低
賃
金
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
不
完
全
労
働
者
が
七
億
五
○
○
○
万
人
か
ら
九
億
人
に
達
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
世
界
の
労
働
力
人

ｎ
の
約
三
分
の
一
に
当
た
る
。
「
福
祉
国
家
」
と
み
な
さ
れ
る
国
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
圃
で
も
一
九
七
○
年
以
後
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
慢
性
的
失
業
者
が
急
増
し
、
失
業
給
付
の
導
入
や
改
正
が
相
次
い
で
い
る
が
、
抜
本
的
対
策
に
は
程

遠
く
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
の
中
で
も
失
業
問
題
は
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
雁
川
状
況
は
、
西
欧
諸
川
と
、
若
干
の
タ
イ
ム
・
ラ
グ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
わ
が
国
の
雁
用
関
係
の
特
色
に
も
よ
る
。

三
の
口
で
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
で
は
特
に
中
高
年
齢
者
層
の
労
働
者
は
、
「
終
身
雇
用
制
」
の
下
で
最
近
ま
で
安
定
し
た
雁
用
上
の

地
位
に
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
労
働
市
場
が
十
分
に
開
け
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
労
働
者
が
低
成
長
経
済
下
に
リ
ス
ト
ラ
に
よ
り
急

速
か
つ
大
量
に
失
職
し
始
め
、
公
的
年
金
制
度
も
こ
れ
に
対
応
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
。
定
年
年
齢
は
、
次
第
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
方
向

に
あ
る
と
は
い
え
、
わ
が
国
の
労
働
者
の
多
く
が
定
年
以
後
に
も
働
く
経
済
的
必
要
性
が
あ
り
、
か
つ
、
勤
労
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
背
景
が
あ
る
た
め
、
「
｜
雇
用
対
策
法
」
、
「
高
齢
者
雇
用
安
定
法
」
、
「
雇
用
保
険
法
」
な
ど
雇
用
政
策
に
関
す
る
労
働
立
法
・
行
政

が
本
格
化
し
た
の
は
、
比
較
的
最
近
で
あ
り
、
そ
し
て
高
齢
化
の
速
度
が
早
い
た
め
に
高
齢
者
対
策
を
兼
ね
る
点
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
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四
高
齢
者
の
一
雇
用
促
進
政
策
と
し
て
、
定
年
延
長
、
多
様
な
形
態
に
よ
る
一
雇
用
、
就
業
の
促
進
、
雇
用
延
長
の
た
め
の
助
成
金
制
度

な
ど
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
一
つ
に
、
定
年
後
の
高
齢
者
の
た
め
の
（
一
鵬
用
関
係
で
な
い
）
就
業
対
策
と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
旧
）

制
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
定
年
な
ど
で
企
業
を
退
職
し
た
が
、
な
お
口
重
り
の
生
き
甲
斐
充
足
の
た
め
に
そ
れ
に
棚
応
し
い
仕
猟
を
し
た
い

と
い
う
人
々
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
わ
が
国
独
自
の
制
度
で
あ
っ
て
、
間
接
的
に
は
鵬
川
促
進
の
効
果
を
も
川
待
さ
れ
て
お
り
、
「
編
祉
」

（
焔
）

と
「
労
働
」
に
ま
た
が
る
政
策
と
し
て
「
福
祉
国
家
」
の
新
た
な
あ
り
〃
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
》
え
る
の
で
、
と
く
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
制
度
の
発
端
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
一
旦
、
企
業
を
定
年
退
職
し
た
が
、
な
お
働
く
こ
と
に
充
足
感
を
持
ち
、
そ
れ
を
通
じ
て
円

己
の
技
能
、
経
験
等
を
社
会
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
人
々
が
多
い
と
い
う
事
実
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
そ
れ
に
相
応
し
い

就
業
の
機
会
を
与
え
、
一
定
の
報
酬
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
、
と
い
う
故
大
河
内
一
男
氏
の
発
想
（
「
高
齢
化
社
会
に
生
き
る
」
一

九
八
九
年
）
に
よ
っ
た
。
加
え
て
、
地
方
自
治
体
が
失
業
者
に
一
時
的
な
雇
用
を
提
供
す
る
「
失
対
事
業
」
に
、
多
く
の
面
で
批
判
が
あ

り
、
そ
の
抜
本
的
な
発
想
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
情
の
下
で
、
’
九
七
四
年
東
京
江
戸
川
区
の
そ
れ
を
皮
切
り
に
し
て

「
東
京
都
高
齢
者
事
業
団
」
が
設
立
さ
れ
、
都
の
行
政
支
援
の
下
に
、
趣
旨
に
賛
す
る
ほ
ぼ
六
○
歳
以
上
の
会
員
に
就
業
を
あ
っ
旋
す
る

と
い
う
独
特
の
就
労
シ
ス
テ
ム
が
出
現
し
た
。
運
営
費
は
股
初
部
の
出
摘
で
あ
っ
た
が
、
’
九
八
○
年
に
は
圃
肱
補
助
の
途
が
附
か
れ
、

全
則
の
地
方
自
治
体
に
急
速
に
普
及
し
た
。

こ
の
制
度
の
特
色
は
、
高
齢
者
の
生
き
甲
斐
を
充
足
さ
せ
る
と
い
う
社
会
福
祉
政
策
に
基
づ
き
、
高
齢
者
を
そ
れ
に
見
合
っ
た
仕
卵
に

就
業
さ
せ
、
一
定
の
報
酬
（
配
分
金
）
を
得
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
発
想
は
世
論
の
支
持
を
得
た
が
、

地
方
自
治
体
だ
け
で
運
営
す
る
の
は
靴
し
い
た
め
、
こ
れ
を
凶
の
公
的
制
度
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
立
法
化
に
当
た
っ
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、
結
局
、
単
独
立
法
と
せ
ず
、
労
伽
行
政
の
一
班
と
し
て
一
九
八
六
年
、
「
高
齢
者
雁
川
安
定
法
」
を

改
正
し
て
、
同
法
の
定
め
る
高
齢
者
の
「
雁
川
安
定
」
事
業
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
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の
会
員
の
就
労
は
、
就
業
提
供
者
と
の
間
に
「
雇
用
」
関
係
を
形
成
す
る
も
の
で
は
な
く
（
法
的
に
は
請
負
・
委
任
関
係
）
、
就
業
す

る
仕
事
も
「
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
」
も
の
に
限
る
と
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
｜
股
の
（
雇
用
）
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
労
働
関
係
法
や

社
会
保
険
法
は
適
用
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
仕
事
に
よ
る
障
害
事
故
に
つ
い
て
は
、
私
的
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ
、
配
分
金
の
峨
低
岻

準
も
最
賃
法
ｔ
の
最
低
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
な
ど
、
就
業
者
の
保
繊
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
が
全
国
の
地
方
自
治
体
に
普
及

し
、
窮
業
に
支
川
さ
れ
る
国
費
の
額
も
年
々
増
加
し
て
き
た
た
め
、
組
織
の
広
域
的
運
用
の
た
め
に
「
シ
ル
バ
ー
連
合
」
組
織
が
創

ら
れ
て
い
る
。
法
律
に
基
く
国
の
制
度
と
は
い
え
、
こ
の
就
業
シ
ス
テ
ム
の
運
営
は
、
こ
れ
ら
の
公
法
人
の
自
主
的
迎
営
に
伍
さ
れ

て
お
り
、
国
の
行
政
に
よ
る
直
接
的
干
渉
の
な
い
、
地
方
自
治
体
主
体
の
政
策
と
な
っ
て
い
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
制
度
は
「
労
働
法
」
と
し
て
の
「
高
齢
者
雇
用
安
定
法
」
が
高
齢
者
の
「
雇
用
」
の
維
持
、
促
進
を

図
る
た
め
に
用
意
し
た
政
策
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
柱
は
、
「
雇
用
」
促
進
を
目
的
と
す
る
「
高
年
者
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
」

で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
冠
「
雇
用
」
の
意
味
を
拡
大
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
い
う
「
就
業
」
制
度
を
設
け
た
の
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
後
に
法
律
の
改
正
に
よ
っ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
雇
用
を
希
望
す
る
者
に
は
そ
の
斡
旋
を
行
な
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
制
度
を
「
雇
用
」
促
進
の
た
め
の
制
度
と
い
っ
て
も
あ
な
が
ち
誤
り
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う

に
「
労
伽
法
」
と
し
て
の
「
高
齢
者
雇
用
安
定
法
」
と
シ
ル
パ
Ｉ
人
材
セ
ン
タ
ー
制
度
と
の
論
理
的
関
係
は
、
な
か
な
か
複
雑
で
多
少

矛
盾
す
る
点
も
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
「
高
齢
者
雇
用
安
定
法
」
は
、
就
労
の
場
を
希
認
す
る
高
齢
者
に
対
し
、
そ
の
希
望
に
応
じ
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
ま
た
は

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の
雇
用
の
場
を
、
ま
た
雇
用
を
希
望
せ
ず
、
短
川
・
短
時
間
の
自
主
的
就
業
で
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
制
度

に
よ
る
就
業
を
希
望
す
る
者
に
は
そ
れ
に
相
応
し
い
形
態
の
就
労
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
同
法
が
提
供
す
る
こ
の
「
多

様
な
形
態
に
よ
る
雇
用
・
就
業
」
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
高
齢
者
は
自
ら
そ
の
選
択
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

216



福祉国家における法の果す機能

注

ン
ク
ー
に
お
け
る
就
業
は
、
そ
の
目
的
が
主
と
し
て
生
き
甲
斐
充
足
の
た
め
と
い
う
自
律
的
な
動
機
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
雇

剛
関
係
に
伴
う
拘
束
的
就
労
か
ら
一
切
開
放
さ
れ
た
「
自
己
決
定
的
」
労
働
と
し
て
行
わ
れ
、
従
っ
て
他
律
的
労
働
で
あ
る
雇
用
関

係
を
前
提
と
す
る
一
‐
労
働
法
」
の
保
護
規
定
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
就
業
が
生
き
甲
斐
の
充
足
を
主
た

る
動
機
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
就
業
に
よ
る
稼
得
を
労
働
の
対
価
と
し
て
受
け
と
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
の
差
異
で
あ
る
。
わ
が
国
の
「
労
働
法
」
が
こ
の
よ
う
な
新
し
い
労
働
形
態
を
労
働
政
策
に
導
入
し
た

こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
の
評
価
が
完
全
に
得
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
行
し
て
い
く
今
後
の
「
編
祉
囚
家
」
に
お
け
る
一
つ
の
実
験
的
政
策
と
し
て
、
諸
外
川
の
閃
心
を

引
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
１
）
○
・
］
』
の
。
旨
の
Ｅ
］
、
の
①
凶
‐
同
巴
吊
の
政
策
の
消
長
に
つ
い
て
秋
田
一
イ
ギ
リ
ス
労
働
協
約
の
法
的
拘
束
力
Ⅲ
②
社
会
労
働
研
究
一
七
巻
一
一
一
・
四
号
、

Ⅲ
五
巻
一
号
一
九
九
八
年
参
照
。

（
２
）
安
枝
英
紳
「
イ
ギ
リ
ス
の
労
災
補
償
制
度
」
労
働
者
災
啓
補
仙
怯
論
（
久
保
田
還
暦
記
念
）
’
九
八
五
年
参
照
。

（
３
）
こ
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
中
野
育
男
「
労
働
安
全
衛
生
と
編
祉
国
家
」
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
凶
八
一
号
一
几
九
八
年
参
照
。

（
４
）
高
藤
昭
「
社
会
保
障
法
の
基
本
原
理
と
構
造
」
法
政
大
学
出
版
局
一
三
四
頁
以
下
、
’
九
九
阿
年
。
西
村
健
一
郎
「
労
災
補
償
の
『
社
会
保
障

化
』
と
労
災
補
償
・
民
事
責
任
」
（
学
会
誌
四
○
号
内
三
頁
）
、
恒
藤
編
「
論
争
労
働
法
」
’
九
七
八
年
世
界
思
想
社
二
九
四
頁
、
山
田
省
三
編
著

「
プ
リ
メ
ー
ル
社
会
保
障
法
」
八
千
代
出
版
一
九
九
八
年
八
三
頁
参
照
。

（
５
）
下
井
隆
「
一
雇
用
関
係
法
」
’
九
九
八
年
。
有
斐
閣
三
一
一
○
頁
、
保
原
、
山
口
、
西
村
「
労
災
保
険
、
安
全
衛
生
の
す
べ
て
」
有
斐
閣
一
九
九
八

年
九
九
頁
。

（
６
）
高
藤
昭
「
基
本
原
理
」
’
五
六
頁
以
下
。
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（
旧
）
こ
の
制
度
の
「
社
会
福
祉
法
」
的
側
面
の
法
的
根
拠
は
、
老
人
福
祉
法
（
三
条
二
項
）
、
｜
老
人
は
そ
の
希
望
と
能
力
と
に
応
じ
、
適
当
な
仕
事

に
従
事
す
る
機
会
そ
の
他
社
会
的
活
動
に
参
与
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
」
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
７
）
労
基
法
三
条
、
一
九
～
二
一
条
、
’
○
四
条
、
労
組
法
七
条
一
号
・
四
号
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
八
条
、
育
児
・
介
護
休
業
法
一
○
条
な
ど
。

労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
で
解
一
腱
を
規
制
す
る
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
違
反
す
る
解
雇
が
無
効
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

（
８
）
解
雇
権
濫
用
の
法
理
は
、
一
般
に
解
雇
は
合
理
的
理
由
が
な
け
れ
ば
、
民
法
一
条
に
い
う
権
利
の
濫
用
に
当
た
り
無
効
と
す
る
も
の
で
、
時
に

「
社
会
通
念
」
ま
た
は
「
信
義
則
」
違
反
も
援
用
さ
れ
る
。
労
基
法
の
規
定
の
下
で
は
、
不
当
な
解
雇
を
救
済
す
る
法
的
根
拠
を
見
出
す
の
に
苦
心

し
た
裁
判
官
作
成
の
法
（
一
目
、
の
‐
ョ
且
の
‐
一
四
三
）
で
あ
る
。
（
最
高
裁
判
決
と
し
て
「
日
本
食
塩
事
件
」
（
二
小
判
昭
印
。
４
．
鋼
）
、
「
高
知
放
送
事

件
」
（
一
一
小
判
昭
鎚
・
１
．
Ⅲ
）
等
。
糖
理
解
一
腱
の
許
容
基
準
は
、
剰
員
解
雇
が
許
さ
れ
る
場
合
を
①
人
員
整
理
の
必
要
性
、
②
解
一
躍
回
避
の
努
力
、

③
対
象
者
選
定
の
合
理
性
、
④
説
明
・
協
議
の
程
度
な
ど
に
つ
き
厳
し
く
限
定
す
る
、
｜
極
の
濫
用
渋
川
で
あ
る
。
（
「
東
洋
酸
素
事
件
」
來
京
高

判
附
則
・
皿
・
卵
、
「
日
立
メ
デ
ィ
コ
事
件
」
最
一
小
判
昭
団
・
旧
・
４
）
等
。

（
９
）
常
用
労
働
者
の
地
位
の
安
定
や
境
遇
制
度
が
、
臨
時
属
、
契
約
労
働
者
、
パ
Ｉ
タ
イ
マ
Ｉ
等
常
用
以
外
の
労
働
者
、
あ
る
い
は
女
性
労
働
者
の

地
位
を
相
対
的
に
不
安
定
に
し
、
剰
員
整
理
解
雇
に
際
し
て
は
常
用
労
働
者
を
最
後
に
置
く
「
防
波
堤
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

（
、
）
今
日
で
は
、
定
年
法
が
「
定
年
」
を
定
め
る
こ
と
自
体
、
「
年
齢
に
よ
る
差
別
扱
い
」
に
な
ら
な
い
か
と
の
疑
問
が
提
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

（
Ⅱ
）
わ
が
国
の
失
業
保
障
法
の
性
格
に
つ
い
て
、
高
藤
教
授
は
、
生
存
権
原
理
Ⅱ
社
会
保
障
法
原
理
と
労
働
権
原
理
と
の
複
合
と
い
う
「
二
重
原
理

の
柵
造
」
を
と
る
と
さ
れ
る
（
前
掲
「
基
本
原
理
」
一
○
二
頁
以
下
）
。

（
旧
）
土
Ⅲ
道
夫
「
変
容
す
る
労
働
市
場
と
法
」
岩
波
「
現
代
の
法
」
胆
「
職
業
生
活
と
法
」
｜
几
几
八
年
、
川
三
頁
以
下
。

（
燗
）
一
九
九
八
年
一
二
月
現
柾
で
特
随
一
雌
用
調
整
に
指
定
さ
れ
た
業
祇
は
Ｌ
四
、
対
象
労
働
者
数
約
七
○
万
六
千
人
、
雁
剛
調
鞭
金
を
受
け
て
い
る

対
象
業
種
は
一
五
八
、
対
象
労
働
者
は
過
去
最
大
の
二
○
七
万
人
で
あ
る
。

（
ｕ
）
高
藤
前
掲
「
基
本
原
理
」
’
三
○
頁
以
下
参
照
。

（
胸
）
小
山
昭
作
「
高
齢
者
事
業
団
」
、
秋
田
成
就
「
生
き
が
い
就
労
事
業
と
し
て
の
高
齢
者
事
業
団
制
度
」
社
会
労
働
研
究
二
九
巻
三
・
四
号
一
九
八

年
ね

218



福祉国家における法の果す機能

Ⅶ○
門
睡
口
⑪
一
○
コ
”
・
》
い
の
的
口
一
句
○
回
。
。
⑪
毬
。
。
⑭
。
【
庁
ど
の
ヨ
「
の
」
国
忌
の
一
旦
の
閏
ヨ
『
の
丘
の
ゴ
｛
○
一
Ｑ
】
一
ｃ
ｍ
ｍ

伊
藤
周
平
「
福
祉
国
家
と
市
民
権
ｌ
法
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
法
大
出
版
局
一
九
九
六
年

加
藤
栄
一
「
現
代
資
本
主
義
の
歴
史
的
位
相
」
社
会
科
学
研
究
第
四
一
巻
一
号
一
九
八
九
年

の
Ｃ
Ｂ
Ｑ
Ｐ
ｏ
：
一
厨
房
計
ゴ
『
の
」
厨
同
の
、
Ｋ
、
旨
ゴ
ー
⑪
．
『
し
。
。
館
ョ
：
》
屋
屋
（
高
島
外
訳
「
福
祉
国
家
は
ど
こ
へ
い
く
の
か
」
｜
九
九
上
年
）

祠
日
ロ
山
ワ
○
・
》
衿
ロ
ロ
『
○
い
◎
ず
の
印
８
房
の
戸
『
○
一
「
閏
の
の
一
四
（
の
』
」
ｃ
ｃ
α

渋
谷
、
井
村
、
巾
浜
、
編
著
「
Ⅱ
米
の
福
祉
国
家
シ
ス
テ
ム
」
日
本
経
済
評
論
社
一
九
九
七
年

東
大
社
会
科
学
研
究
所
編
福
祉
国
家
川
Ⅱ
本
の
法
と
福
祉
東
大
川
版
会
一
九
八
四
年

浅
倉
む
つ
千
「
日
米
の
雇
用
差
別
法
制
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
法
学
」
ア
メ
リ
カ
法
一
九
九
八
’
一
年

荒
木
識
翼
「
社
会
補
償
法
と
労
働
法
ｌ
そ
の
独
自
性
と
交
錯
」
『
法
哲
学
と
社
会
法
の
理
論
」
’
九
七
一
熊

嵩
村
正
彦
「
労
災
補
償
と
罎
霄
麟
償
」
ｌ
イ
ギ
リ
ス
法
、
フ
ラ
ン
ス
藤
と
の
比
較
的
考
察
蕊
大
出
版
会
一
九
八
四
年

清
生
寛
「
雇
用
保
障
法
の
研
究
」
法
律
文
化
社
一
九
八
七
年

高
藤
昭
「
社
会
保
障
研
究
に
お
け
る
法
学
の
使
命
、
方
法
、
課
題
」
季
刊
社
会
保
障
研
究
一
一
五
巻
三
号
、
「
社
会
連
帯
の
法
理
と
福
祉
国
家
」
社
会
労
働

研
究
四
○
巻
一
・
二
号
一
九
九
三
年
、
「
社
会
保
障
法
制
概
論
」
龍
生
出
版
一
九
九
七
年
、
「
労
災
保
険
に
お
け
る
社
会
保
障
原
理
」
社
会
労
働
研

参
考
文
献

ｍ
ａ
ｎ
の
三
．

九
八
四
年

。
働
曰
ロ
ケ
巴
一

坂
田
監
訳

○
一
ｍ
暁
丙
与
の
○

一
閂
和

の
臣
］
・
Ｐ
ｍ
・
言
団
。
］
目
の
、
○
目
ご
ｍ
Ｐ
目
｝
一
・
首
目
二
の
印
の
Ｄ
Ｃ
く
の
日
日
の
具
四
目
言
の
シ
、
ヨ
的
の
○
・
一
の
ご
》
厚
冒
８
（
。
ご
ロ
ロ
」
①
闇
」
｜
｜
浦
・

融
「
日
本
政
府
と
高
齢
化
社
会
」
中
央
法
規
一
九
九
五
年

の
。
Ｑ
巴
勺
・
胃
『
図
且
の
Ｃ
愚
一
ゴ
の
｝
「
囚
『
の
己
ｇ
》
大
山
、
武
川
、
平
岡
訳
「
イ
ギ
リ
ス
社
会
政
策
論
の
新
潮
流
」
法
律
文
化
社
一
九
九
汀

三
・
．
弓
豈
の
○
・
日
日
一
息
・
崗
昌
の
ゴ
の
一
「
塵
『
②
の
一
煙
戸
の
》
←
｛
。
８
．
，
，
ｓ
｛
・
ａ
」
①
の
Ｐ
秋
田
成
就
訳
「
福
祉
国
家
へ
の
歩
み
」
法
大
出
版
局
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一
付
記
」
－
１
嶺
学
先
生
へ

嶺
学
先
生
が
平
成
一
一
年
三
月
一
日
を
も
っ
て
長
年
に
わ
た
り
勤
め
ら
れ
た
社
会
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
、
｜
足
先
に
定

年
退
職
し
た
が
、
学
部
の
ス
タ
ッ
フ
の
主
催
す
る
大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
禰
祉
国
家
へ
の
視
座
」
に
参
加
さ
せ
て
貰
っ
た
。
丁
度
、

こ
の
研
究
が
完
了
し
、
そ
の
報
告
書
の
一
部
を
本
誌
に
発
表
し
て
嶺
先
生
の
退
職
記
念
に
捧
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
拙
い
一
文
が
そ
の
中
に
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
先
生
と
私
と
は
、
専
攻
分
野
が
多
少
違
う
が
、
同
じ
く
労
働
問
題
を
研
究

す
る
研
究
者
仲
間
と
し
て
の
長
い
「
付
き
合
い
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

嶺
先
生
の
輝
か
し
い
学
問
上
の
業
継
の
全
容
に
つ
い
て
は
本
誌
で
別
に
紹
介
が
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
、
私
が
先
生
か
ら
学
問
研
究
の
う
え
で
受

け
た
測
り
知
れ
な
い
大
き
な
刺
激
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
先
生
の
類
い
ま
れ
な
知
見
の
一
旦
を
披
歴
し
て
感
謝
の
辞
と
し
た
い
。

私
が
最
初
に
先
生
と
共
同
の
研
究
の
機
会
を
得
た
の
は
、
ア
ジ
ア
研
究
所
主
催
の
東
南
ア
ジ
ア
の
労
働
問
題
研
究
の
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
先

生
は
労
働
省
か
ら
の
特
別
参
加
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ャ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
等
東
南
ア
ジ
ア
の
労
働
関
係
の
実
態
は
ま
だ
、
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
先
生
は
研
究
グ
ル
ー
プ
の
ガ
イ
ド
役
と
し
て
、
ま
た
率
先
し
て
こ
れ
ら
の
各
国
を
回
り
、
貴
重
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
て

こ
ら
れ
た
。
そ
の
資
料
に
よ
っ
て
私
も
何
と
か
分
担
報
告
者
の
責
任
を
果
し
た
が
、
こ
の
研
究
会
を
通
じ
て
、
後
開
発
国
の
労
働
問
題
と
い
う
途
方
も

な
く
難
し
い
テ
ー
マ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
実
態
調
査
の
方
法
論
と
い
っ
た
も
の
を
先
生
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
、
そ
の
後
の
私
の
外
国
法
研

究
に
際
し
大
き
な
礎
石
と
な
っ
た
。

几
七
五
年

渡
辺
洋
三

究
一
七
巻
一
・
二
号
昭
四
六
年
、
労
災
保
険
の
社
会
保
障
化
上
の
基
本
問
題
社
会
労
働
研
究
二
○
巻
一
号
昭
四
九
年

柳
沢
旭
「
労
働
法
と
社
会
係
鱸
法
」
ｌ
政
策
論
的
ア
ブ
。
‐
チ
に
よ
る
同
異
性
ｌ
西
日
本
短
大
雑
誌
一
七
巻
一
号

良
永
弥
太
郎
「
イ
ギ
リ
ス
労
災
保
険
法
の
特
質
ｌ
社
会
膿
縢
法
に
お
け
る
労
災
給
付
の
位
櫨
と
独
自
性
に
関
連
し
て
」
九
大
法
学
三
一
晉
一
嵐

嶺
先
生
の
労
働
問
題
研
究
の
姿
勢
の
特
色
は
、
何
よ
り
も
、
労
働
の
場
に
お
け
る
「
人
間
の
」
問
題
へ
の
追
及
で
あ
る
。
そ
れ
は
最
初
の
著
作
で
ぁ

「
現
代
国
家
と
行
政
権
」
東
大
出
版
会
一
九
七
二
年
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嶺
先
生
は
、
こ
の
よ
う
に
労
働
法
の
問
題
に
も
深
い
関
心
を
持
た
れ
、
－
Ｌ
Ｏ
本
部
に
お
け
る
留
学
以
来
、
ｌ
Ｌ
Ｏ
条
約
の
機
能
に
関
す
る
研
究
を

進
め
ら
れ
た
。
こ
の
分
野
で
も
第
一
人
者
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
多
く
の
社
会
学
部
の
ス
タ
ッ
フ
の
参
加
し
た
本
学
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
現
代
法
研
究
所
の
共

川
研
究
の
成
果
「
国
際
労
働
基
準
と
わ
が
脚
の
社
会
法
」
（
法
政
大
学
現
代
法
研
究
繼
普
八
、
’
九
八
七
年
）
と
な
っ
た
。
私
は
そ
の
綱
樹
と
な
っ
た
の

で
、
こ
の
点
で
も
先
生
の
寄
与
に
感
謝
し
て
い
る
。
同
じ
研
究
グ
ル
ー
プ
の
「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
社
会
法
の
課
題
」
（
叢
書
門
、
’
九
八
三
年
）
に

お
い
て
も
、
先
生
は
社
会
法
学
と
労
使
関
係
論
と
の
「
架
け
橋
」
の
役
割
を
果
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
先
生
は
数
十
年
に
わ
た
り
、
労
働
の
人
間
化
と
労
使
関
係
、
Ｑ
Ｗ
Ｌ
、
高
齢
化
社
会
、
国
際
労
働
問
題
、
地
域
福
祉
等
、
広
い
分
野
に
わ

た
り
研
究
成
果
を
発
表
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
ど
れ
も
が
、
労
働
法
の
分
野
に
限
ら
れ
た
私
の
研
究
の
視
野
を
拡
げ
、
蒙
を
啓
く
の
に
い
か
に
役
立
っ
た

る
「
峨
場
の
労
使
関
係
」
（
’
九
七
六
年
）
か
ら
最
新
の
「
労
働
の
人
間
化
の
展
開
過
程
」
（
’
九
九
五
年
）
ま
で
を
貫
く
、
市
場
競
争
下
の
雁
川
労
働

と
い
う
非
情
の
Ⅲ
界
か
ら
人
間
性
を
取
り
一
民
そ
う
と
さ
れ
る
先
生
の
已
閉
の
〕
・
己
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

先
生
の
著
作
に
は
、
同
じ
職
場
問
題
へ
の
関
心
に
発
す
る
が
、
労
使
関
係
と
い
う
や
や
別
の
視
角
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
た
「
第
一
組
合
」
（
’
九
八

○
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
組
合
連
動
に
お
け
る
宿
命
と
も
い
う
べ
き
組
織
の
「
分
裂
」
の
本
質
を
、
か
の
「
三
池
争
議
」
を
初
め
六
つ
の
血
〈

型
的
争
議
の
実
態
調
査
を
通
じ
て
究
明
し
た
も
の
で
、
労
働
法
学
者
故
藤
田
若
雄
が
一
九
五
五
年
に
書
い
た
「
第
二
組
合
」
（
初
版
一
九
六
七
年
）
と
対

を
な
す
組
合
研
究
書
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
為
．
こ
の
二
つ
の
鶯
物
は
、
労
働
法
学
者
が
〆
‐
ソ
テ
「
マ
と
し
て
彼
う
、
団
結
権
ｌ
筆

談
樅
ｌ
不
当
労
働
行
為
の
悶
魍
を
、
迩
蝋
の
法
鰄
釈
学
と
は
全
く
別
の
機
鵬
諭
の
Ⅷ
面
か
ら
扱
っ
た
獅
衞
の
研
究
と
し
て
私
の
強
い
関
心
態
引
い
た
・

藤
川
が
「
第
二
組
合
」
で
説
い
た
Ⅱ
水
の
組
合
の
本
質
論
は
、
そ
の
後
の
「
革
新
の
原
点
と
は
何
か
」
（
一
九
七
○
年
）
に
お
け
る
「
醤
約
雌
団
説
」
ま

で
少
し
づ
っ
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
「
難
解
さ
」
の
点
で
も
有
名
で
あ
る
が
、
嶺
先
生
の
「
第
一
組
合
」
の
実
証
的
で
説
得
力
の
あ
る

論
述
を
通
し
て
見
る
と
、
「
第
二
組
合
」
の
真
価
と
限
界
と
が
よ
く
分
る
の
で
あ
る
。
と
ま
れ
、
先
生
の
「
第
一
組
合
」
は
、
労
働
法
学
有
が
と
か
く
安

住
し
や
す
い
（
抽
象
的
な
）
「
団
結
」
の
「
法
理
論
」
と
、
「
実
態
」
と
の
格
差
を
埋
め
る
方
法
論
を
示
さ
れ
た
点
に
お
い
て
も
貴
重
な
研
究
書
で
あ
る

と
思
う
。

こ
と
か
ｃ

先
生
は
恐
ら
く
、
退
職
さ
れ
て
か
ら
も
、
今
や
、
様
相
を
一
変
し
つ
つ
あ
る
社
会
・
労
働
環
境
の
変
化
の
中
で
、
何
が
変
わ
り
、
何
が
変
わ
ら
な
い
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か
を
追
及
す
る
手
を
休
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
度
、
共
同
研
究
の
場
に
お
い
て
先
生
の
瞥
咳
に
接
し
た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い
る
。

一
九
九
九
。
三
・
三
一
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